
要
旨
「
源
氏
物
語
」
に
お
け
る
本
文
研
究
の
分
野
は
、
六
○
年
以
上
も
停
滞
し
て
い
る
。
今
す
べ
き
こ
と
は
、
『
源
氏
物
語
大
成
」
で

「
簡
略
ヲ
旨
」
と
さ
れ
た
本
文
群
を
翻
刻
し
直
し
、
各
本
文
を
校
合
し
た
結
果
を
も
と
に
し
て
特
徴
の
あ
る
異
同
を
検
討
し
、
異
本
異
文
の
世

界
の
様
態
を
探
究
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
に
〈
河
内
本
群
〉
〈
別
本
群
〉
と
い
う
二
群
の
分
別
試
案
を
見
通
し
と
し
て
得
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
に
指
摘
を
見
な
い
国
冬
本
「
鈴
虫
」
の
長
文
異
同
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
本
文
異
同

の
集
積
か
ら
見
え
て
く
る
全
体
像
は
、
ま
だ
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
伝
流
す
る
諸
本
の
本
文
を
徹
底
的
に
検
証
す
る
こ
と
は
、
文
学
研
究

の
基
盤
整
備
と
し
て
、
早
急
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

源
氏
物
語
別
本
群
の
長
文
異
同

１
国
冬
本
「
鈴
虫
」
の
場
合
Ｉ

伊
藤
鉄
也
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源氏物語別本群の長文異同（伊藤）

天
理
図
書
館
蔵
〈
国
冬
本
〉
は
、
そ
の
本
文
に
特
異
な
異
同
を
見
せ
る
こ
と
の
多
い
写
本
群
で
あ
る
。
計
五
四
冊
の
内
、
鎌
倉
末
期
書

写
本
は
一
二
冊
（
一
筆
書
写
本
）
で
あ
り
、
残
り
の
四
二
冊
が
室
町
末
期
害
写
本
で
あ
る
。
そ
の
内
、
二
五
巻
が
「
源
氏
物
語
大
成
」
の

校
異
に
採
択
さ
れ
た
。
二
○
巻
が
別
本
と
し
て
の
採
用
で
あ
る
。
鎌
倉
末
期
書
写
本
は
、
次
の
巻
々
で
あ
る
。

ノ
氏
、
○

『
源
氏
物
語
」
の
本
文
研
究
は
、
池
田
亀
鑑
氏
に
よ
る
昭
和
一
○
年
代
の
成
果
の
後
、
ほ
と
ん
ど
進
展
し
て
い
な
い
。
膨
大
な
分
量
の

本
文
資
料
を
前
に
し
て
、
各
研
究
者
は
そ
の
手
段
を
模
索
し
て
き
た
。
そ
れ
を
手
が
け
る
方
途
が
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
、
「
源
氏
物
語
』
の
本
文
系
統
は
、
約
六
○
年
前
に
池
田
亀
鑑
氏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
、
〈
青
表
紙
本
・
河
内
本
・
別
本
〉
と
い
う
三

分
類
が
唯
一
の
物
差
し
と
な
り
、
依
然
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
私
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
こ
の
諸
本
の
本
文
関
係
を
再
検
討
す
る
こ
と

に
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
〈
河
内
本
群
〉
と
〈
別
本
群
〉
の
二
群
に
分
別
す
る
試
案
に
至
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
〈
別
本
群
〉
と
す
る
各

諸
本
の
位
相
を
、
そ
の
本
文
の
あ
り
よ
う
と
内
容
か
ら
定
位
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
で
用
い
る
〈
異
文
〉
と
は
、

流
布
本
（
そ
の
代
表
と
さ
れ
て
い
る
大
島
本
）
に
対
し
て
異
な
る
語
句
を
示
す
語
文
を
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
お
断
り
し
て
お

一
「
桐
壺
」

二
「
帯
木
」

一
○
「
賢
木
」

二
○
「
朝
顔
」

は
じ
め
に

（
錯
簡
あ
り
）

（
錯
簡
・
脱
落
あ
り
。
本
文
の
一
部
が
「
少
女
」
に
混
入
）
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「
匂
宮
」
に
つ
い
て
は
、
「
夕
霧
」
の
後
半
部
分
が
そ
の
実
体
な
の
で
、
こ
の
巻
の
本
文
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
国
冬
本
は
、

「
匂
宮
」
を
欠
く
全
五
三
冊
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
そ
の
内
一
八
冊
に
錯
簡
・
脱
落
が
あ
る
。
国
冬
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
岡

嶌
偉
久
子
氏
「
源
氏
物
語
国
冬
本
ｌ
そ
の
書
誌
的
総
論
ｌ
」
（
「
ビ
ブ
リ
ァ
第
一
○
○
号
』
平
成
五
年
一
○
月
）
に
譲
る
。

「
源
氏
物
語
大
成
」
に
別
本
と
し
て
採
択
さ
れ
た
の
は
二
○
巻
で
あ
り
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
第
三
八
巻
「
鈴
虫
」
は
、
校
異
対
象
の

本
文
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
判
断
か
ら
か
は
、
今
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
以
下
で
問
題
と
す
る
よ
う
に
、
こ
の

国
冬
本
「
鈴
虫
」
に
は
、
長
文
の
本
文
異
同
が
多
数
確
認
で
き
る
。
「
源
氏
物
語
』
の
本
文
の
位
相
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
う

し
て
も
避
け
ら
れ
な
い
重
要
な
写
本
な
の
で
あ
る
。
こ
の
国
冬
本
の
異
文
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
指
摘
を
見
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
こ

の
本
を
中
心
に
し
て
考
察
を
進
め
る
。

な
お
、
以
下
で
用
い
る
写
本
と
そ
の
略
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
※
印
は
「
源
氏
物
語
別
本
集
成
第
十
巻
』
未
収
録
の
も
の
。
☆
印

は
「
源
氏
物
語
大
成
」
の
校
異
篇
か
ら
復
元
し
た
も
の
）
。

二
一
「
少
女
」

二
二
「
玉
鬘
」

三
四
「
若
菜
Ｌ

三
六
「
柏
木
」

三
八
「
鈴
虫
」

三
九
「
夕
霧
」

四
二
「
匂
宮
」

四
四
「
竹
河
」

「
少
女
」
（
錯
簡
・
脱
落
あ
り
。
「
帯
木
」
本
文
の
一
部
が
混
入
）

「
玉
鬘
」
（
錯
簡
・
脱
落
あ
り
。
第
一
折
「
玉
鬘
」
巻
頭
本
文
。
第
二
折
「
紅
梅
」
巻
末
部
本
文
）

「
若
菜
上
」

（
錯
簡
あ
り
）

（
脱
落
あ
り
）

（
実
は
「
夕
》

（
脱
落
あ
り
）

「
夕
霧
」

後
半
本
文
）
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高
※
高
松
宮
本
（
高
松
宮
家
蔵
）

成
※
☆
『
源
氏
物
語
大
成
」
底
本
（
大
島
本
翻
刻
本
文
）

伏
※
伏
見
本
（
古
典
文
庫
）

言
※
言
経
本
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）

穂
※
穂
久
邇
本
（
穂
久
迩
文
庫
蔵
）

三
※
三
条
西
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

日
※
日
大
本
（
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）

阿
阿
里
莫
本
今

中
中
山
本
（
中
冬

保
保
坂
本
（
東
一

国
国
冬
本
（
天
而

絵
絵
訶
（
国
宝
）

大
大
島
本
（
古
代
学
協
会
蔵
、
『
源
氏
物
語
大
成
』
底
本
）

陽
陽
明
本
（
陽
明
文
庫
蔵
、
「
源
氏
物
語
別
本
集
成
』
底
本
）

尾
尾
州
本
（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）

御
御
物
本
（
東
山
御
文
庫
蔵
）

東
東
大
本
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）

麦
麦
生
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

阿
阿
里
莫
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

（
天
理
図
書
館
蔵
）

（
中
山
家
蔵
）
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「
源
氏
物
語
」
の
本
文
に
関
し
て
、
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
で
も
河
内
本
で
も
な
い
一
群
の
本
文
を
〈
別
本
〉
と
称
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

池
田
亀
鑑
氏
の
分
類
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
〈
別
本
群
〉
が
持
つ
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
阿
部
秋
生
氏
の
「
源
氏
物
語
の
本
文
』

（
昭
和
六
一
年
六
月
、
岩
波
書
店
）
が
も
っ
と
も
詳
細
に
言
及
し
て
い
る
。
以
下
に
そ
こ
か
ら
、
〈
別
本
群
〉
の
本
文
異
同
の
特
色
に
関
す

横
※
☆
横
山
本

氏
※
☆
爲
氏
本

池
※
☆
池
田
本

西
※
☆
西
下
本

肖
※
☆
肖
柏
本

俊
※
☆
俊
成
本

家
※
☆
為
家
本

雅
※
☆
河
内
大
島
本
（
雅
）

首
※
首
書
（
版
本
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

入
※
絵
入
（
版
本
・
Ｃ
Ｄ
版
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

湖
※
湖
月
抄
（
版
本
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

鳳
※
☆
鳳
来
寺
本

｜
、
遅
れ
て
い
る
本
文
研
究

へ

島
…
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る
言
及
部
分
を
引
い
て
お
く
。

校
異
篇
と
そ
の
他
数
種
の
古
写
本
と
に
よ
っ
て
本
文
転
化
の
状
況
を
見
な
が
ら
テ
キ
ス
ト
を
作
っ
た
時
の
経
験
に
よ
る
主
観
的
な
感

想
の
一
つ
は
、
「
源
氏
物
語
」
の
本
文
の
異
同
は
、
数
に
お
い
て
決
し
て
少
な
く
は
な
い
が
、
各
巻
の
話
の
次
第
や
物
語
の
話
の
組

織
に
影
響
を
与
え
て
、
変
え
て
し
ま
う
ほ
ど
の
大
き
な
異
同
や
激
し
い
異
同
は
少
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
中
略
）

青
表
紙
本
・
河
内
本
・
別
本
の
い
ず
れ
の
本
文
で
読
ん
で
も
、
「
源
氏
物
語
」
の
話
の
筋
道
が
変
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
殆
ど
な
い
、

変
る
の
は
表
現
と
し
て
の
微
妙
な
陰
鶏
・
強
弱
だ
と
言
っ
て
よ
さ
そ
う
に
思
う
。
（
中
略
）

推
測
に
す
ぎ
な
い
が
、
「
源
氏
物
語
」
の
本
文
の
異
同
の
こ
の
よ
う
な
性
格
だ
け
か
ら
考
え
る
と
、
青
表
紙
本
・
河
内
本
・
別
本
と

わ
か
れ
て
い
る
が
、
原
典
は
一
つ
系
統
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
草
稿
本
と
清
書
本

と
の
間
で
、
改
訂
・
修
正
が
行
わ
れ
た
に
し
て
も
、
文
章
表
現
の
修
正
・
彫
琢
と
い
う
程
度
の
こ
と
で
、
物
語
と
し
て
の
話
の
筋
道

が
変
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
改
訂
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
二
二
七
頁
～
一
二
八
頁
）

現
存
別
本
諸
本
の
本
文
相
互
に
、
青
表
紙
諸
本
や
河
内
本
諸
本
の
本
文
相
互
の
場
合
よ
り
も
、
数
量
も
多
く
、
程
度
も
激
し
い
本
文

転
化
が
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
本
文
転
化
の
多
く
は
、
青
表
紙
本
や
河
内
本
の
成
立
以
前
、
お
そ
ら
く
は
平
安
時
代
に
既
に
発
生
し
て

い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
中
略
）
別
本
諸
本
の
本
文
転
化
の
状
況
を
検
討
し
て
み
る
と
、
原
典
が
複
数

で
あ
っ
た
こ
と
に
理
由
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。
と
い
う
の
は
、
（
中
略
）
語
順
や
語
彙
が
変
る
だ
け
で
な
く
、
主
語

が
変
っ
て
文
の
意
味
が
変
り
、
物
語
そ
の
も
の
の
叙
述
を
崩
し
て
い
る
文
章
が
、
草
稿
本
・
清
書
本
の
い
ず
れ
か
に
書
か
れ
て
い
た

こ
と
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
文
章
を
原
著
者
が
遣
し
て
お
い
た
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
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阿
部
秋
生
氏
の
後
、
池
田
利
夫
氏
（
「
源
氏
物
語
の
文
献
学
的
研
究
序
説
」
昭
和
六
三
年
一
二
月
、
笠
間
書
院
）
・
伊
井
春
樹
氏
（
「
保

坂
本
源
氏
物
語
解
題
」
平
成
九
年
三
月
、
お
う
ふ
う
）
・
室
伏
信
助
氏
（
「
大
島
本
源
氏
物
語
研
究
の
展
望
」
「
大
島
本
源
氏
物
語
別

巻
」
平
成
九
年
四
月
、
角
川
書
店
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
「
源
氏
物
語
』
の
本
文
研
究
に
つ
い
て
示
唆
に
富
む
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
も
、
〈
別
本
群
〉
の
あ
り
よ
う
に
注
視
し
な
が
ら
も
、
そ
の
本
文
が
未
整
理
で
あ
る
た
め
も
あ
っ
て
、
今
後
の
重
要
な
検
討
課
題
と

し
て
我
々
に
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
現
状
を
考
え
る
と
、
ま
ず
は
本
文
資
料
の
正
確
な
翻
刻
に
は
じ
ま
り
、

そ
の
一
々
を
校
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
〈
別
本
〉
と
い
わ
れ
る
本
文
群
の
考
察
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。
『
源
氏
物
語

大
成
」
所
収
の
別
本
は
、
「
簡
略
ヲ
旨
」
と
し
た
本
文
の
掲
示
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

別
本
諸
本
相
互
の
異
文
は
、
青
表
紙
諸
本
相
互
や
河
内
本
諸
本
相
互
の
異
文
よ
り
数
も
多
く
、
ま
た
そ
の
異
文
の
中
に
は
、
同
一
本

文
の
一
部
が
違
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
書
写
に
際
し
て
の
単
純
な
誤
脱
の
類
と
は
言
い
が
た
い
も
の
が
時
々
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、

誰
か
の
意
識
的
な
改
訂
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
異
文
で
あ
る
。
何
か
意
図
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
そ
の
辺
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
何
と
も
推
測
す
る
手
が
か
り
も
な
い
よ
う
に
思
う
。
（
一
七
七
頁
）

で
あ
る
。
（
中
略
）
こ
れ
ら
の
異
文
を
整
理
し
よ
う
と
試
み
て
も
、
草
稿
本
系
統
の
本
文
と
か
、
清
書
本
系
統
の
本
文
と
か
の
い
く

つ
か
の
系
統
に
束
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
見
る
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
原
典
は
複
数
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
現
存
別
本
諸
本
の
も
っ
て
い
る
激
し
い
本
文
転
化
の
跡
は
、
原
典
が
複
数
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
は
関
係
な
い
こ
と
で
、
原
著

者
以
外
の
人
々
、
お
そ
ら
く
は
書
写
者
が
、
本
文
の
混
成
・
校
訂
・
改
訂
な
ど
の
手
を
加
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
な

の
で
あ
ろ
う
。
（
一
五
六
頁
～
一
五
七
頁
）
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こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
今
し
ば
ら
く
は
、
別
本
に
視
点
を
定
め
た
『
源
氏
物
語
」
全
五
四
巻
ト
ー
タ
ル
で
の
作
品
の
考
察
は
難
し
い
と

考
え
ら
れ
る
。
一
巻
づ
つ
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
手
が
け
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
諸
写
本
の
翻
字
か
ら
、
と
い
う
の
が
現
今

の
実
状
で
あ
る
。
研
究
者
人
口
に
比
し
て
、
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
研
究
は
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

国
冬
本
の
「
鈴
虫
」
は
、
「
源
氏
物
語
大
成
」
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
錯
簡
を
有
す
る
写
本
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
本
文
が
従
前

の
も
の
に
比
べ
て
異
質
な
位
相
を
多
々
見
せ
る
も
の
で
あ
り
、
中
で
も
五
○
○
字
以
上
も
の
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
長
文
が
出
現
し
た

り
す
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
か
、
「
源
氏
物
語
大
成
』
に
未
収
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
点
で
は
、
他
の

国
冬
本
と
違
う
こ
と
の
な
い
、
鎌
倉
末
期
書
写
の
貴
重
な
写
本
で
あ
る
。

こ
の
本
文
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
前
田
家
蔵
山
科
言
経
自
筆
書
き
入
れ
本
が
あ
る
。
言
経
本
は
『
源
氏
物
語
大
成
」
に
収
録
さ
れ
、

前
田
侯
爵
家
蔵
山
科
言
経
自
筆
書
入
本
ノ
本
文
ハ
別
本
二
属
シ
、
ソ
レ
ニ
山
科
言
経
ガ
青
表
紙
本
ヲ
モ
ッ
テ
校
合
ヲ
加
ヘ
タ
ノ
デ
ァ

ル
。
本
巻
二
採
択
シ
タ
ノ
ハ
別
本
二
属
ス
ル
本
文
デ
、
青
表
紙
本
二
属
ス
ル
害
入
ハ
採
択
シ
ナ
カ
ッ
タ
。

以
下
で
確
認
す
る
よ
う
に
、
国
冬
本
と
言
経
本
は
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
る
本
文
を
伝
流
す
る
写
本
で
あ
る
。
共
に
書
写
に
あ
た
っ
て

の
親
本
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
本
文
が
鎌
倉
か
ら
室
町
の
間
に
複
数
の
人
に
よ
っ
て
確
か
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
動
か

な
い
。
思
い
つ
き
に
よ
る
、
一
度
き
り
の
改
変
に
終
っ
た
異
本
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

「
鈴
虫
」
の
〈
別
本
群
〉
の
中
で
は
、
穂
久
邇
本
、
保
坂
本
、
国
冬
本
、
言
経
本
の
四
本
は
、
類
似
し
た
本
文
を
見
せ
る
傾
向
が
あ
る
。

二
、
〈
別
本
群
〉
の
本
文
の
特
徴
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ま
ず
、
そ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
三
○
種
類
の
本
文
の
校
合
結
果
を
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て
用
い
る
記
号
は
「
源
氏
物
語
別
本

集
成
」
に
な
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
書
写
状
態
を
示
し
て
い
る
。

／
付
加
情
報
＄
ミ
セ
ケ
チ
＋
補
入
＆
ナ
ゾ
リ
△
不
明
Ⅱ
傍
書

ま
た
、
諸
本
名
に
続
け
て
明
示
し
た
六
桁
の
数
字
（
例
鵠
皀
婁
）
は
、
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
」
の
文
節
番
号
で
あ
る
。
頭
部
国
些

は
、
第
三
八
巻
「
鈴
虫
」
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
「
鈴
虫
」
の
総
文
節
数
は
百
霊
些
で
あ
る
。

給
へ
り
［
大
陽
成
横
氏
池
西
山

た
ま
ひ
り
／
ひ
＄
へ
［
御
］

○
「
よ
り
ふ
し
」
で

お
か
し
け
に
て
［
大
李

あ
へ
か
に
て
［
国
］

ひ
れ
ふ
し
［

よ
り
ふ
し

あ
へ
か
に
て
／
あ
へ
か
＄
を
か
し
け
［
言
］

を
か
し
け
に
て
［
陽
日
穂
保
東
高
］

れ
ふ
し
［
大
陽
成
横
氏
池
西
肖
日
三
首
入
湖
伏
麦
阿
中
東
尾
御
高
俊
家
雅
鳳
］
…
巽
皀
宅

た
ま
へ
り
［
伏
穂
尾
俊
家
雅
鳳
］

給
へ
り
き
は
も
な
く
あ
て
に
う
つ
く
し
／
き
は
も
な
く
あ
て
に
う
つ
く
し
＄
［
言
］

よ
り
ふ
し
／
よ
り
＄
ひ
れ
［
言
］

へ
り
［
大
陽
成
横
氏
池
西
肖
Ｈ
三
首
入
湖
保
麦
阿
中
東
高
］
…
銘
Ｓ
弓

［
穂
保
国
］

で
一
致

［
大
成
横
氏
池
西
肖
三
首
入
湖
伏
麦
阿
中
尾
御
俊
家
雅
鳳
］
…
認
ｓ
霊
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○
「
い
ま
は
」
で
一
致

御
そ
う
ふ
ん
の
［
大
成
横
氏
池
西
肖
日
三
首
入
湖
言
尾
御
高
俊
家
雅
鳳
］
…
銘
三
霞

○
「
あ
は
れ
な
り
」
で
一
致

さ
ま
ノ
ー
に
［
大
陽
成
横
氏
池
西
肖
日
三
首
入
湖
伏
麦
阿
中
尾
御
高
俊
家
雅
鳳
］
…
銘
冨
宣

さ
ま
ノ
ー
に
あ
は
れ
な
り
［
穂
保
国
］

さ
ま
ノ
ー
に
哀
也
／
哀
也
＄
［
言
］

ナ
シ
［
東
］

穂
久
邇
本
・
保
坂
本
は
、
「
あ
へ
か
に
て
」
と
い
う
語
句
に
お
い
て
は
国
冬
本
・
言
経
本
と
異
同
を
見
せ
る
が
、
「
よ
り
ふ
し
」
で
一
致

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
続
く
「
き
は
も
な
く
あ
て
に
う
つ
く
し
」
で
は
ま
た
異
同
を
示
す
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、
穂
久
邇
本
・
保
坂
本

と
、
国
冬
本
・
言
経
本
の
関
係
が
見
て
取
れ
る
。

給
へ
り
き
は
も
な
く
あ
て
に
う
つ
く
し
う
見
え
給
［
国
］

そ
う
ふ
の
［
麦
阿
］

御
か
う
の
い
ま
は

こ
こ
で
は
、
穂
久
邇
本
・
保
坂
本
と
国
冬
本
・
言
経
本
は
一
致
し
て
い
る
。

戸

国
11
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穂
久
邇
本
・
保
坂
本
・
言
経
本
と
国
冬
本
と
に
は
、
「
い
ま
は
」
と
い
う
語
句
の
位
置
に
ズ
レ
は
あ
る
が
、
四
本
と
も
に
特
徴
的
な
語

句
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

○
「
に
は
か
に
」
で
一
致

あ
る
へ
か
り
つ
る
を
［
大
陽
成
横
氏
池
西
肖
日
三
入
湖
伏
中
東
尾
御
高
俊
家
雅
鳳
］
…
銘
ｓ
屍

あ
る
へ
か
り
け
る
に
い
か
に
［
穂
］

あ
る
へ
か
り
け
る
に
は
か
に
［
保
］

御
そ
ふ
ん
の
［
穂
保
］

御
僧
ふ
ん
の
／
僧
Ⅱ
そ
う
［
東
］

宮
に
［
大
陽
成
横
氏
池
西
肖
三
伏
麦
阿
東
尾
高
俊
家
雅
鳳
］

宮
に
い
ま
は
／
い
ま
は
＄
［
言
］

宮
の
［
国
］

み
や
に
い
ま
は
雨

宮
に
い
ま
は
［
穂
］

御
せ
う
ふ
ん
の
［
陽
中
］

御
そ
う
ふ
む
の
［
伏
］

み
や
に
［
日
首
入
湖
中
御
］

み
や
に
い
ま
は
［
保
］

・
・
・
四
ｍ
つ
心
、
』
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「
源
氏
物
語
」
の
本
文
異
同
に
は
、
二
、
三
語
程
度
の
相
違
を
見
せ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
鈴
虫
」
に
お
け
る
特

徴
は
、
一
○
語
以
上
か
ら
な
る
文
章
が
挿
入
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
形
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
文
章
が
意
味
を
持
つ
も
の
で

あ
り
、
単
な
る
改
変
・
改
作
と
は
言
え
な
い
た
め
に
、
後
人
の
説
明
的
な
性
格
の
挿
入
文
と
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

実
体
は
そ
の
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
問
題
と
し
得
る
一
四
種
類
の
用
例
を
あ
げ
て
、
順
次
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。
本
文
の

引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
と
さ
れ
る
流
布
本
と
し
て
は
『
Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
角
川
古
典
大
観
源
氏
物
語
』
（
伊
井
春

穂
久
邇
本
は
「
に
い
か
に
」
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
は
保
坂
本
・
言
経
本
・
国
冬
本
と
同
じ
よ
う
に
「
に
は
か
に
」
と
い
う
同
一
の
語
句

だ
っ
た
と
見
な
し
て
よ
い
例
で
あ
る
。

こ
こ
に
あ
げ
た
も
の
は
、
ほ
ん
の
一
例
で
あ
る
。
穂
久
邇
本
・
保
坂
本
・
言
経
本
・
国
冬
本
の
四
本
の
間
に
は
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な

い
類
似
す
る
語
句
が
多
々
確
認
で
き
る
。
本
稿
は
長
文
の
異
同
に
だ
け
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
種
の
こ
ま
か
な
異
同
の
集
積

に
よ
る
諸
本
間
の
位
相
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

有
へ
か
り
つ
る
を
に
は
か
に
［
言
］

有
へ
き
を
と
［
麦
阿
］

有
へ
か
り
つ
る
を
［
首
］

き
こ
し
め
し
つ
へ
か
つ
る
を
に
は
か
に
／
か
つ
〈
マ
マ
〉
［
国
］

三
、
国
冬
本
の
長
文
異
同
箇
所
の
検
討
一
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樹
編
、
平
成
二
年
三
月
、
角
川
書
店
）
を
用
い
た
。
そ
れ
以
外
の
諸
写
本
に
つ
い
て
は
、
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
第
十
巻
」
（
伊

井
・
伊
藤
・
小
林
編
、
平
成
一
二
年
四
月
、
お
う
ふ
う
）
の
翻
刻
本
文
お
よ
び
私
に
翻
字
し
た
資
料
を
用
い
る
。
た
だ
し
、
国
冬
本
な
ど

の
写
本
か
ら
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
適
宜
漢
字
と
句
読
点
を
あ
て
、
理
解
を
助
け
る
た
め
の
メ
モ
を
カ
ッ
コ
を
付
し
て
挿
入
し
た
。
文

意
不
明
な
個
所
は
そ
の
ま
ま
明
示
す
る
。
原
文
表
記
の
ま
ま
の
翻
刻
本
文
は
、
本
稿
末
尾
に
〈
注
〉
と
し
て
一
括
掲
載
し
た
。

以
下
、
本
文
を
追
っ
て
例
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
考
察
を
加
え
て
い
く
。

こ
の
場
面
で
、
国
冬
本
に
は
女
三
宮
の
和
歌
の
直
後
か
ら
脱
文
が
あ
り
、
「
言
ふ
か
ひ
な
く
も
思
ほ
し
朽
た
す
か
な
と
、
う
ち
笑
ひ
な

が
ら
、
な
ほ
」
と
い
う
光
源
氏
の
こ
と
が
な
い
。
そ
し
て
、
「
あ
は
れ
と
も
の
を
お
も
ほ
し
た
る
御
け
し
き
な
り
。
」
に
続
け
て
、
次
の
七

宮
（
女
三
の
宮
２
）
、

「
言
ふ
か
ひ
な
く
も
思
ほ
し
朽
た
す
か
な
」

と
、
う
ち
笑
ひ
な
が
ら
、
な
ほ
あ
は
れ
と
も
の
を
お
も
ほ
し
た
る
御
け
し
き
な
り
。
［
こ
こ
に
国
冬
本
異
文
あ
り
《
文
例
１
ａ
》
］

【
小
見
出
し
３
／
法
服
は
紫
の
上
が
準
備
、
源
氏
は
簡
素
に
と
思
っ
て
い
た
も
の
の
、
帝
、
院
の
布
施
に
よ
り
盛
大
と
な
る
】

例
の
、
親
王
た
ち
な
ど
も
い
と
あ
ま
た
参
り
た
ま
へ
り
。
［
こ
こ
に
言
経
本
異
文
あ
り
《
文
例
１
ｂ
》
］
御
か
た
が
た
よ
り
、

わ
れ
も
わ
れ
も
と
い
と
な
み
い
で
た
ま
へ
る
捧
物
の
あ
り
さ
ま
、
心
こ
と
に
と
こ
ろ
せ
き
ま
で
見
ゆ
。

（
角
川
Ｃ
Ｄ
小
見
出
し
２
～
３
、
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』
銘
宝
認
）

と
書
き
た
ま
へ
れ
ば
、

隔
て
な
く
蓮
の
宿
を
契
り
て
も
君
（
光
源
氏
）
が
心
や
す
ま
じ
と
す
ら
む
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た
だ
し
、
言
経
本
の
こ
の
異
文
は
、
国
冬
本
と
は
違
う
場
所
に
位
置
し
て
い
る
。
流
布
本
の
「
例
の
、
親
王
た
ち
な
ど
も
い
と
あ
ま
た

参
り
た
ま
へ
り
。
」
の
直
後
な
の
で
、
話
題
が
転
換
し
て
か
ら
の
文
中
の
異
同
で
あ
る
。
こ
の
国
冬
本
と
言
経
本
の
異
文
が
、
ほ
ぼ
同
じ

《
文
例
１
ｂ
》

【
言
経
本
鵠
富
臼
】
と
み
に
も
、
え
出
で
給
は
ず
。
と
ば
か
り
お
は
し
ま
す
。
御
乳
母
た
ち
、
古
き
人
々
な
ど
、
い
ま
さ
ら
に
、
か
な
し

き
事
を
思
ひ
つ
、
、
う
ち
泣
き
あ
へ
り
。
東
の
中
の
御
障
子
口
に
、
御
座
あ
れ
ば
、
そ
な
た
に
渡
り
給
ぬ
。

こ
こ
は
ち
ょ
う
ど
、
流
布
本
の
小
見
出
し
で
い
え
ば
２
か
ら
３
へ
と
大
き
く
話
題
が
転
換
す
る
部
分
に
あ
た
る
。
国
冬
本
が
欠
く
内
容

は
、
女
三
宮
の
返
歌
に
対
す
る
光
源
氏
の
反
応
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
本
文
に
加
わ
る
内
容
は
、
持
仏
開
眼
供
養
の
た
め
に
慌
た

だ
し
く
立
ち
働
く
光
源
氏
の
行
き
来
と
、
女
三
宮
付
き
の
乳
母
た
ち
の
嘆
き
な
ど
で
あ
る
。
言
経
本
は
、
こ
の
国
冬
本
と
ほ
ぼ
同
文
を
、

次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

《
文
例
１
ａ
〉

【
国
冬
本
銘
冨
訊
】
と
み
に
も
、
（
女
三
宮
が
）
え
出
で
給
は
ず
。
と
ば
か
り
（
し
ば
ら
く
）
（
光
源
氏
は
女
三
宮
の
い
る
西
廟
に
）
お
は

し
ま
す
。
（
女
三
宮
の
）
御
乳
母
、
古
き
人
々
も
、
み
な
、
（
女
三
宮
の
出
家
と
い
う
）
悲
し
き
事
を
思
ひ
つ
、
、
う
ち
泣
き
合
へ
り
。
東

の
障
子
の
中
に
ぞ
、
御
座
あ
れ
ば
、
（
光
源
氏
は
）
そ
な
た
に
渡
り
給
ぬ
。

七
文
字
も
の
異
文
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
、
な
ぜ
国
冬
本
と
言
経
本
だ
け
が
、
こ
う
し
た
本
文
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
に
説
明
的
な
文
章
に
改
変

さ
れ
て
い
る
と
し
て
指
摘
を
受
け
て
い
る
異
文
は
、
少
な
く
と
も
一
○
字
に
満
た
な
い
異
同
で
あ
っ
た
。
初
巻
「
桐
壺
」
に
お
け
る
「
大

液
芙
蓉
未
央
柳
」
と
「
お
は
な
の
風
に
な
ひ
き
た
る
よ
り
も
」
な
ど
は
、
数
少
な
い
長
文
の
異
同
例
な
の
で
あ
る
（
拙
稿
「
絵
に
描
け
る

楊
貴
妃
孜
」
「
源
氏
物
語
受
容
論
序
説
」
平
成
二
年
一
○
月
、
お
う
ふ
う
）
。

も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

長
文
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
位
置
を
異
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
書
写
に
あ
た
っ
て
用
い

た
親
本
も
し
く
は
そ
れ
以
前
の
写
本
に
あ
っ
た
補
入
の
文
章
が
、
そ
の
補
入
箇
所
の
指
示
（
普
通
は
小
さ
な
○
印
）
を
間
違
っ
て
本
行
本

文
中
に
取
り
込
ん
だ
た
め
、
結
果
的
に
ズ
レ
た
本
行
に
混
入
し
た
形
で
書
写
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
文
意
か
ら
し

て
、
こ
の
異
文
は
国
冬
本
の
位
置
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
、
言
経
本
の
方
に
何
ら
か
の
ミ
ス
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、

言
経
本
の
親
本
以
前
の
段
階
で
、
こ
の
異
文
が
補
入
扱
い
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
〈
文
例
２
〉
で

ま
ず
、
異
同
が
発
生
す
る
場
所
を
確
認
す
る
た
め
に
も
、
長
く
な
る
が
該
当
個
所
の
流
布
本
本
文
を
あ
げ
る
。

ゆ
ふ
く
の
寺
に
お
き
所
な
げ
な
る
ま
で
、
と
こ
ろ
せ
き
勢
ひ
に
な
り
て
な
む
僧
ど
も
は
帰
り
け
る
。

【
小
見
出
し
４
／
女
三
の
宮
は
朱
雀
院
か
ら
相
続
し
た
三
条
院
に
別
居
、
源
氏
は
経
済
的
な
援
助
を
配
盧
一

［
こ
こ
に
国
冬
本
異
文
あ
り
《
文
例
２
ａ
》
］
今
し
も
心
苦
し
き
御
心
そ
ひ
て
、
は
か
り
も
な
く
か
し
づ
き
き
こ
え
た
ま
ふ
。

四
、
検
討
一
一
ｌ
｜
段
落
に
集
中
す
る
場
合
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源氏物語別本群の長文異同（伊藤）

〈
文
例
２
ａ
〉

【
国
冬
本
巽
三
国
】
帰
り
け
る
。
宮
（
女
三
宮
は
）
、
月
ご
ろ
な
ん
、
恐
ろ
し
か
り
し
（
柏
木
と
の
）
御
事
、
名
残
悩
ま
し
う
思
さ
れ
て
、

御
行
ひ
な
ど
も
け
ざ
や
か
に
は
、
え
習
ひ
給
は
ず
。
（
女
三
宮
は
）
御
念
仏
の
れ
う
（
用
品
）
の
数
珠
ひ
き
隠
し
、
紛
ら
わ
し
給
へ
る
を
、

「
鈴
虫
」
の
第
三
節
か
ら
第
四
節
へ
と
話
題
が
変
わ
る
と
こ
ろ
で
、
国
冬
本
に
は
次
の
長
文
異
同
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
国
冬
本
で
は
、

柏
木
と
の
襖
悩
か
ら
女
三
宮
が
仏
道
に
専
念
で
き
な
い
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

［
こ
こ
に
国
冬
本
言
経
本
異
文
あ
り
《
文
例
３
》
］
院
の
帝
（
朱
雀
院
）
は
、
こ
の
御
処
分
の
宮
に
住
み
離
れ
た
ま
ひ
な
む
も
、
つ

ひ
の
こ
と
に
て
め
や
す
か
り
ぬ
べ
く
聞
こ
え
た
ま
へ
ど
、

「
よ
そ
よ
そ
に
て
は
、
お
ぼ
つ
か
な
か
る
べ
し
。
明
け
暮
れ
見
た
て
ま
つ
り
聞
こ
え
う
け
た
ま
は
ら
む
こ
と
怠
ら
む
に
、
本
意
た
が

ひ
ぬ
く
し
。
げ
に
、
あ
り
は
て
ぬ
世
い
く
ば
く
あ
る
ま
じ
け
れ
ど
、
な
ほ
生
け
る
限
り
の
心
ざ
し
を
だ
に
失
ひ
は
て
じ
」
と
聞
こ
え

た
ま
ひ
つ
つ
、
［
こ
こ
に
言
経
本
異
文
あ
り
《
文
例
２
ｂ
》
］
こ
の
宮
を
も
い
と
こ
ま
か
に
き
よ
ら
に
造
ら
せ
た
ま
ひ
、
御
封
の

も
の
ど
も
、
国
々
の
御
庄
、
御
牧
な
ど
よ
り
た
て
ま
つ
る
も
の
ど
も
、
は
か
ば
か
し
き
さ
ま
の
は
、
み
な
か
の
三
条
の
宮
の
御
倉
に

を
さ
め
さ
せ
た
ま
ふ
。
ま
た
も
建
て
そ
へ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
［
こ
こ
に
国
冬
本
と
言
経
本
に
異
文
あ
り
《
文
例
４
》
］
さ
ま
ざ
ま
の

御
宝
物
ど
も
、
院
（
朱
雀
院
）
の
御
処
分
に
数
も
な
く
た
ま
は
り
た
ま
へ
る
な
ど
、
あ
な
た
ざ
ま
の
も
の
は
み
な
か
の
宮
に
運
び
わ

た
し
、
こ
ま
か
に
［
こ
こ
に
国
冬
本
と
言
経
本
に
異
文
あ
り
《
文
例
５
》
］
い
か
め
し
う
し
お
か
せ
た
ま
ふ
。
明
け
暮
れ
の
御
か
し

づ
き
、
そ
こ
ら
の
女
房
の
こ
と
ど
も
、
上
下
の
は
ぐ
く
み
は
、
お
し
な
べ
て
わ
が
御
あ
つ
か
ひ
に
て
な
ど
、
い
そ
ぎ
つ
か
う
ま
つ
ら

せ
た
ま
ひ
け
る
。

（
角
川
Ｃ
Ｄ
小
見
出
し
３
～
４
、
「
源
氏
物
語
別
本
集
成
」
銘
宣
忌
）
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〈
文
例
２
ｂ
〉

【
言
経
本
銘
弓
星
給
。
宮
は
、
恐
ろ
し
か
り
し
御
事
の
、
名
残
悩
ま
し
う
思
さ
れ
て
、
行
な
ひ
な
ど
も
け
ざ
や
か
に
、
え
つ
と
め
給
は

ず
。
御
念
仏
ば
か
り
の
数
珠
ひ
き
隠
し
て
、
ゐ
給
へ
る
を
、
今
は
か
、
る
方
の
御
あ
り
さ
ま
に
し
る
し
奉
り
て

こ
れ
を
ど
う
理
解
す
る
の
か
。
〈
文
例
１
ａ
。
ｂ
〉
の
よ
う
に
す
ぐ
近
く
に
ズ
レ
て
い
れ
ば
ま
だ
し
も
、
大
島
本
で
い
え
ば
七
一
文
字
、

国
冬
本
・
言
経
本
で
は
そ
れ
以
上
も
離
れ
た
と
こ
ろ
に
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
写
本
で
い
え
ば
、
ほ
ぼ
四
行
分
（
一
行
一
八
文
字
換
算
）

ほ
ど
の
分
量
の
文
字
を
隔
て
て
、
こ
の
よ
う
な
異
文
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
〈
文
例
１
ａ
。
ｂ
》
で
確
認
し
た
こ
と
に
照
ら
し
合
わ
せ
る

と
、
言
経
本
の
親
本
に
異
文
注
記
の
貼
紙
が
あ
っ
た
と
仮
定
し
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
た
異
文
校
合
が
こ
こ
に
混
入
し
た
、
と
見
る
べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
。
異
文
が
収
ま
る
場
所
と
し
て
は
、
国
冬
本
の
位
置
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
貼
紙
を
想
定
す
る
の

は
、
四
行
分
の
文
章
を
行
間
お
よ
び
四
囲
の
余
白
に
追
記
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
管
見
に
よ
る
限
り
で
は
あ
る
が
、
三
行

ま
で
の
後
補
は
実
見
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
行
書
き
の
写
本
の
行
間
お
よ
び
余
白
に
四
行
分
の
追
記
は
現
実
的
で
は
な
い
。
こ
の
想

定
は
、
後
出
の
例
を
考
え
る
上
で
も
蓋
然
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
国
冬
本
の
異
文
箇
所
〈
文
例
２
ａ
〉
の
直
後
に
、
ま
た
別
の
異
文
が
次
の
〈
文
例
３
〉
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

こ
こ
で
不
可
解
な
の
は
、
言
経
本
が
こ
の
後
の
「
聞
こ
え
た
ま
ひ
つ
つ
」
と
「
こ
の
宮
を
も
」
の
間
に
、
次
の
よ
う
な
国
冬
本
と
ほ
ぼ

同
様
の
異
文
を
伝
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
光
源
氏
は
）
今
は
か
、
る
方
の
（
女
三
宮
出
家
と
い
う
）
御
あ
り
さ
ま
に
て
も
な
し
（
も
て
な
し
？
）
聞
へ
給
て
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源氏物語別本群の長文異同（伊藤）

〈
文
例
３
〉

【
国
冬
本
銘
三
雪
一
給
。
経
な
ど
（
光
源
氏
は
）
御
み
づ
か
ら
（
女
三
宮
に
）
教
へ
聞
え
給
。
又
、
さ
る
べ
き
尼
た
ち
な
ど
の
せ
か
い
ゐ

ん
（
斎
院
？
）
の
あ
た
り
に
な
り
、
ふ
か
ら
（
深
う
？
）
物
な
ど
習
ひ
し
世
を
過
ぐ
す
類
ひ
は
失
せ
に
、
た
れ
ど
、
人
な
ご
や
か
（
な

脱
？
）
ら
ず
、
み
、
（
こ
、
ろ
？
）
ぱ
せ
あ
い
（
る
？
）
を
（
次
の
語
彙
不
明
）
い
に
ふ
は
し
く
、
尋
ね
と
ら
せ
給
べ
き
に
、
（
光
源
氏

は
）
思
し
お
き
て
た
り
。
世
中
ひ
と
へ
に
思
し
お
こ
り
（
あ
が
り
？
）
、
遊
び
、
た
は
ぶ
れ
事
に
、
う
っ
ら
せ
給
に
、
来
し
方
こ
そ
、
少

し
い
は
け
た
る
（
幼
稚
な
）
事
も
お
は
し
ま
し
け
れ
。
世
の
憂
き
事
を
、
人
知
れ
ず
思
し
知
る
我
が
御
心
づ
か
ら
の
事
に
は
あ
ら
ね
ど
、

な
を
「
心
遣
ひ
す
べ
き
世
に
こ
そ
あ
り
け
れ
。
」
な
ど
（
女
三
宮
は
）
思
し
わ
か
る
、
事
ど
も
あ
り
て
、
い
と
深
う
の
ど
や
か
に
（
女
三

宮
は
）
御
行
ひ
を
し
（
給
脱
？
。
国
冬
本
は
「
御
や
ま
の
」
と
続
く
の
で
、
「
御
」
と
「
給
」
の
目
移
り
に
よ
る
脱
字
か
）

【
言
経
本
鵠
念
雪
】
給
。
経
な
ど
も
、
み
づ
か
ら
教
へ
聞
え
給
。
又
、
さ
る
べ
き
尼
た
ち
の
、
斎
院
（
若
菜
下
の
人
か
）
の
あ
た
り
な

ど
に
て
さ
へ
、
深
く
物
よ
く
習
ひ
て
、
人
柄
も
い
や
し
か
ら
ず
、
心
ば
へ
あ
る
な
ど
を
、
尋
ね
と
り
て
、
さ
、
は
せ
て
、
物
な
ら
は
せ
給

べ
く
、
思
し
を
き
て
た
り
。
世
中
を
ひ
と
へ
に
思
し
あ
か
り
、
遊
び
、
た
は
ぶ
れ
事
に
う
つ
り
給
し
、
来
し
方
こ
そ
、
少
し
い
わ
け
た
る

事
も
お
は
し
ま
し
け
れ
。
か
の
憂
き
事
を
も
、
人
知
れ
ず
思
し
知
り
、
我
御
心
づ
か
ら
の
ど
か
に
は
あ
ら
ね
ど
、
猶
心
遣
ひ
す
べ
き
世
に

こ
そ
あ
り
け
れ
、
な
ど
思
し
わ
く
と
も
あ
り
て
、
い
と
か
く
の
ど
か
に
御
行
ひ
を
し
給

「
か
し
づ
き
き
こ
え
た
ま
ふ
・
」
と
「
院
の
帝
は
、
」
と
の
間
に
、
国
冬
本
・
言
経
本
と
も
に
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
経
を

教
え
る
光
源
氏
と
、
世
の
憂
さ
を
思
う
女
三
宮
の
こ
と
を
語
る
文
章
で
あ
る
。
誤
字
・
脱
字
が
多
数
認
め
ら
れ
、
文
意
不
通
の
個
所
も
あ

る
。
言
経
本
の
異
文
を
参
照
し
な
が
ら
、
一
応
次
の
よ
う
に
読
ん
で
お
く
。
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こ
れ
は
く
文
例
２
〉
と
合
わ
せ
て
、
実
に
三
七
七
文
字
も
の
長
文
の
異
文
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
女
三
宮
に
関
す
る
描
写
部
分

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
女
三
宮
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
筆
を
費
や
し
て
語
ろ
う
と
し
た
異
文
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
を
、
後

人
の
感
情
移
入
か
ら
の
補
筆
と
か
、
説
明
的
な
文
章
と
し
て
補
訂
し
た
も
の
だ
と
し
て
処
理
を
す
る
に
は
、
言
経
本
と
の
関
係
か
ら
も
無

理
が
あ
る
。
今
は
、
「
源
氏
物
語
」
の
本
文
の
伝
来
途
上
に
お
け
る
異
文
の
残
存
と
理
解
し
、
そ
れ
は
国
冬
本
が
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
時
代
を
考
え
て
、
ひ
と
ま
ず
鎌
倉
時
代
末
期
ま
で
の
異
文
の
残
津
と
し
て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
次
の
例
は
、
こ
れ
ま
た
説
明
に
窮
す
る
も
の
で
あ
る
。

朱
雀
院
は
、
父
桐
壺
院
か
ら
伝
領
し
た
三
条
宮
に
娘
女
三
宮
が
移
り
住
む
タ
イ
ミ
ン
グ
は
今
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
し
か
し
、
光
源
氏

は
そ
の
意
向
に
反
対
し
な
が
ら
も
、
三
条
宮
の
手
入
れ
を
進
め
る
の
で
あ
っ
た
。
二
品
親
王
で
あ
る
女
三
宮
の
位
封
は
三
百
戸
で
あ
り
、

そ
の
収
納
物
の
す
べ
て
は
、
三
条
宮
の
御
蔵
に
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
条
宮
を
、
国
冬
本
は
「
二
条
の
院
」
と
し
、
麦
生
本
・
阿

里
莫
本
は
「
三
条
院
」
と
す
る
。
国
冬
本
が
「
三
条
院
」
の
誤
写
だ
と
し
て
も
、
こ
の
す
ぐ
後
の
次
の
異
文
は
ど
う
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。近

江
国
か
ら
の
収
納
献
納
物
が
多
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
三
条
の
御
蔵
に
こ
の
近
江
か
ら
の
も
の
も
収
納
し
た
こ
と
に
な
る
。

女
三
宮
に
関
連
し
て
、
こ
こ
で
近
江
と
い
う
地
名
を
と
り
た
て
て
持
ち
出
す
必
然
性
が
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
、

〈
文
例
４
〉

【
国
冬
本
舘
宗
宅
】
給
へ
ど
、
は
た
、
近
江
の
は
、
つ
（
御
？
）
く
ら
よ
り
も
い
か
め
し
き
物
々
は
、
細
か
に
つ
き
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま

に
し
を
か
せ
給
つ
、
色
々
の
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源氏物語別本群の長文異同（伊藤）

〈
文
例
５
〉
だ
け
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
国
冬
本
も
言
経
本
も
説
明
的
な
文
章
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
の
〈
文
例

２
．
３
．
４
〉
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
単
な
る
説
明
文
へ
の
変
質
と
は
思
え
な
い
性
格
を
有
す
る
異
文
の
数
々
な
の
で
あ
る
。

こ
の
地
は
物
語
に
直
接
関
係
し
な
い
。
近
江
君
と
も
、
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
は
関
係
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
す
ぐ
後
に
、
国
冬
本
も
言
経
本
も
次
の
よ
う
に
、
女
三
宮
の
行
く
末
を
思
う
光
源
氏
に
触
れ
て
い
る
。

〈
文
例
５
〉

【
国
冬
本
銘
宗
謹
】

【
言
経
本
銘
宗
望
】

次
は
、
脱
落
と
混
入
が
関
わ
る
例
で
あ
る
。
ま
ず
、
該
当
個
所
の
流
布
本
を
あ
げ
る
。

秋
ご
ろ
、
西
の
渡
殿
の
前
、
中
の
塀
の
東
の
き
は
を
、
お
し
な
べ
て
野
に
造
ら
せ
た
ま
へ
り
。
閼
伽
の
棚
な
ど
し
て
、
そ
の
か
た

に
し
な
さ
せ
た
ま
へ
る
御
し
つ
ら
ひ
な
ど
、
い
と
な
ま
め
き
た
り
。
［
こ
こ
ま
で
国
冬
本
脱
落
。
《
文
例
６
》
に
混
入
］
御
弟
子
に

従
ひ
き
こ
え
た
る
尼
ど
も
、
御
乳
母
（
女
三
の
宮
２
の
乳
母
）
、
古
人
ど
も
は
さ
る
も
の
に
て
、
若
き
盛
り
の
も
、
心
定
ま
り
、
さ

る
か
た
に
て
世
を
つ
く
し
つ
く
き
限
り
は
、
選
り
て
な
む
な
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
。
さ
る
き
ほ
ひ
に
は
、
わ
れ
も
わ
れ
も
と
き
し
ろ
ひ

五
、
検
討
三
ｌ
脱
落
と
混
入
に
よ
る
場
合

よ
る
づ
に
、
口
す
さ
ま
じ
う
、
行
く
末
の
（
女
三
宮
の
）
御
あ
り
さ
ま
を
、
思
し
や
り
て

よ
る
づ
、
口
す
ま
し
う
、
行
く
末
の
御
あ
り
さ
ま
を
思
し
や
り
つ
、
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こ
こ
に
引
用
し
た
流
布
本
の
冒
頭
部
分
で
、
「
秋
ご
ろ
、
西
の
渡
殿
の
前
、
中
の
塀
の
東
の
き
は
を
、
お
し
な
べ
て
野
に
造
ら
せ
た
ま

へ
り
。
閼
伽
の
棚
な
ど
し
て
、
そ
の
か
た
に
し
な
さ
せ
た
ま
へ
る
御
し
つ
ら
ひ
な
ど
、
い
と
な
ま
め
き
た
り
。
」
と
あ
る
も
の
は
、
国
冬

本
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
段
落
末
尾
の
「
十
余
人
ば
か
り
の
ほ
ど
ぞ
、
か
た
ち
こ
と
に
て
は
さ
ぶ
ら
ふ
・
」
の
次
に
、
国

冬
本
に
は
次
の
長
文
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
ち
ょ
う
ど
中
程
以
降
に
、
脱
落
し
た
と
思
わ
れ
る
冒
頭
部
分
の
文
章
が
混
入
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
そ
の
混
入
し
た
本
段
落
冒
頭
部
分
も
、
国
冬
本
は
大
き
な
異
同
を
見
せ
る
異
文
と
な
っ
て
い
る
。

物
語
ら
れ
る
場
所
は
、
女
三
宮
が
住
む
寝
殿
の
西
渡
殿
の
前
。
そ
の
庭
の
泉
水
や
石
組
な
ど
の
描
写
が
、
よ
り
具
体
的
に
語
ら
れ
て
い

わ
ざ
な
り
」

、
と
、
小
蚤
」
串

け
れ
ど
、
大
殿
の
君
（
光
源
氏
）
き
こ
し
め
し
て
、

「
あ
る
ま
じ
き
こ
と
な
り
。
心
な
ら
ぬ
入
す
こ
し
も
ま
じ
り
ぬ
れ
ば
、
か
た
へ
の
人
苦
し
う
、
あ
は
あ
は
し
き
聞
こ
え
い
で
来
る

と
、
い
さ
め
た
ま
ひ
て
、
十
余
人
ば
か
り
の
ほ
ど
ぞ
、
か
た
ち
こ
と
に
て
は
さ
ぶ
ら
ふ
。
［
こ
こ
に
国
冬
本
異
文
あ
り
《
文
例
６
》
］

こ
の
野
に
虫
ど
も
放
た
せ
た
ま
ひ
て
、
風
少
し
涼
し
く
な
り
ゆ
く
夕
暮
れ
に
渡
り
た
ま
ひ
つ
つ
、
虫
の
音
を
聞
き
た
ま
ふ
や
う
に

て
、
［
こ
こ
に
国
冬
本
と
言
経
本
に
異
文
あ
り
《
文
例
７
》
］
な
ほ
思
ひ
は
な
れ
ぬ
さ
ま
を
聞
こ
え
悩
ま
し
た
ま
へ
ば
、
例
の
御
心

は
あ
る
ま
じ
き
こ
と
に
こ
そ
は
あ
な
れ
、
と
ひ
と
へ
に
む
つ
か
し
き
こ
と
に
思
ひ
き
こ
え
た
ま
へ
り
。
ひ
と
目
に
こ
そ
変
は
る
こ
と

な
く
も
て
な
し
た
ま
ひ
し
か
、
う
ち
に
は
憂
き
を
知
り
た
ま
ふ
け
し
き
し
る
く
、
こ
よ
な
う
変
は
り
に
し
御
心
を
、
い
か
で
見
え
た

て
ま
つ
ら
じ
の
御
心
に
て
、
多
う
は
思
ひ
な
り
た
ま
ひ
に
し
御
世
の
そ
む
き
な
れ
ば
、
今
は
も
て
離
れ
て
心
や
す
き
に
、
な
ほ
か
や

う
に
な
ど
聞
こ
え
た
ま
ふ
ぞ
苦
し
う
て
、
人
離
れ
た
ら
む
御
住
ま
ひ
に
も
が
な
と
お
ぼ
し
な
れ
ど
、
お
よ
す
け
て
え
さ
も
し
ひ
申
し

た
ま
は
ず
。
（
角
川
Ｃ
Ｄ
小
見
出
し
４
後
半
、
「
源
氏
物
語
別
本
集
成
」
銘
霊
ご
）
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「
秋
の
こ
ろ
」
以
下
は
、
国
冬
本
の
脱
文
箇
所
が
本
段
落
末
尾
に
混
入
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
直
後
の
「
こ
の
野
に
虫

ど
も
放
た
せ
た
ま
ひ
て
」
の
所
で
、
国
冬
本
に
は
「
む
し
」
と
い
う
語
句
の
目
移
り
に
よ
る
脱
落
が
あ
る
（
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
第

十
巻
』
宝
宅
～
宝
乞
）
。
大
島
本
で
二
九
文
字
分
な
の
で
、
写
本
で
い
え
ば
二
行
分
で
あ
る
。
先
の
異
文
と
は
無
関
係
の
所
な
の
で
、
こ

こ
は
国
冬
本
の
単
純
な
ミ
ス
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
例
は
国
冬
本
の
本
文
の
形
成
過
程
を
考
え
る
例
と
も
い
え
る
。
国
冬
本
の
長
文
異
文
は
、
女
三
宮
に
従
っ
て
尼
姿
に
な
っ

た
女
房
達
へ
の
光
源
氏
の
配
慮
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
混
入
部
分
は
こ
の
段
落
冒
頭
部
分
に
あ
っ
た
は
ず
の
話
題
転
換
箇
所
で
、

女
三
宮
の
庭
の
描
写
部
分
で
も
あ
る
。
こ
の
描
写
が
、
次
の
「
こ
の
野
に
虫
ど
も
放
た
せ
た
ま
ひ
て
、
風
少
し
涼
し
く
な
り
ゆ
く
夕
暮
れ

に
渡
り
た
ま
ひ
つ
つ
、
虫
の
音
を
聞
き
た
ま
ふ
や
う
に
て
、
」
に
続
い
て
い
く
。
一
連
の
流
れ
の
中
の
異
文
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

〈
文
例
６
〉

【
国
冬
本
銘
急
設
】
さ
ぶ
ら
ふ
。
袖
ど
も
よ
り
も
、
こ
と
加
へ
さ
せ
給
て
、
（
女
房
達
の
）
さ
ま
こ
と
に
思
を
き
て
さ
せ
給
を
、
行
ひ

よ
り
ほ
か
に
、
こ
の
世
の
営
み
、
心
乱
る
ま
じ
き
ほ
ど
に
と
、
（
光
源
氏
は
女
房
達
に
）
よ
ろ
づ
を
と
ぶ
ら
は
せ
給
。
（
以
下
、
本
段
落
冒

頭
で
の
脱
落
部
分
が
混
入
）
秋
の
こ
ろ
、
西
の
渡
殿
の
前
の
中
い
（
塀
？
）
の
東
の
庭
（
際
？
）
を
、
お
し
な
べ
て
野
に
作
ら
せ
給
へ
り
。

閼
伽
奉
る
宿
の
た
れ
（
な
？
、
棚
）
し
て
、
泉
の
水
を
く
む
べ
き
と
、
か
ひ
（
？
）
の
石
な
ど
、
い
と
な
ま
め
き
て
、
し
加
え
さ
せ
給
て
、

御
し
つ
ら
ひ
、
こ
と
な
る
を
も
さ
ま
変
は
り
、
あ
は
れ
に
見
給
て
、
明
け
暮
れ
は
花
の
露
と
ぞ
落
ち
つ
、
、
つ
と
め
だ
に
尼
君
た
ち
の
あ

り
さ
ま
、
中
々
に
思
ふ
こ
と
な
げ
也

る
こ
と
が
わ
か
る
。
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国
冬
本
の
こ
う
し
た
異
文
の
中
に
混
入
し
た
異
文
は
、
ど
の
よ
う
な
過
程
で
発
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
物
語
作
者
の
手
を
離
れ
る
段

階
で
起
き
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
物
語
作
者
の
手
に
よ
る
推
敲
過
程
か
、
補
訂
段
階
か
、
も
し
く
は
後
の
書
写
者
の
改
変
・
改
作
の
時

か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
の
長
文
で
あ
る
。
メ
モ
類
の
添
付
・
貼
込
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
、
異
文
の
中
へ
の

異
文
の
混
入
は
、
貼
紙
の
場
所
が
ズ
レ
た
ま
ま
を
写
し
取
っ
た
た
め
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
異
文
が
長
文
で
あ
る
だ
け
に
、
補
入
記
号

や
補
助
線
に
よ
る
補
訂
・
書
き
込
み
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
言
経
本
で
推
定
し
た
、
貼
紙
に
よ
る
異
文
表
記
ら
し
き
も
の

が
、
こ
の
国
冬
本
の
親
本
の
数
段
階
前
の
も
の
に
も
あ
て
は
ま
る
状
況
を
見
せ
て
く
れ
る
例
だ
と
思
わ
れ
る
。
あ
く
ま
で
も
、
国
冬
本
・

言
経
本
の
書
写
に
あ
た
っ
て
の
親
本
以
前
の
段
階
で
の
本
文
の
あ
り
よ
う
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
現
存
国
冬

本
・
言
経
本
は
、
そ
の
よ
う
な
伝
流
本
文
を
反
映
し
た
親
本
を
、
い
わ
ば
忠
実
に
書
写
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
「
虫
の
音
を
聞
き
た
ま
ふ
や
う
に
て
」
の
次
に
、
ま
た
以
下
の
異
文
《
文
例
７
〉
が
確
認
で
き
る
。

こ
れ
は
、
女
三
宮
と
語
ら
う
光
源
氏
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
例
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
長
文
異
同
の
す
べ
て
が
女
三
宮
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
こ
の
段
落
を
、
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
で
は
「
〔
五
〕
女
三
の
宮
の
出
家
生
活
源
氏
の
未
練
を
厭
う
」
と
い
う
小
見
出

し
を
付
し
て
い
る
が
、
「
Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
角
川
古
典
大
観
源
氏
物
語
」
の
本
文
で
は
、
こ
こ
は
話
の
区
切
り
目
と
せ
ず
、
小
見
出
し

〈
文
例
７
〉

【
国
冬
本
銘
宝
認
】

【
言
経
本
銘
宝
認
】

や
う
に
て
、
（
光
源
氏
は
）
の
ど
や
か
に
お
は
し
ま
し
、
御
物
語
な
ど
も
（
女
三
宮
に
）
聞
え
給
に

や
う
に
て
、
の
ど
や
か
に
お
は
し
ま
す
。
御
物
語
な
ど
、
聞
え
給
に
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前
段
落
末
尾
の
「
お
よ
す
け
て
え
さ
も
し
ひ
申
し
た
ま
は
ず
。
」
か
ら
次
の
段
落
に
か
け
て
、
国
冬
本
に
は
五
三
九
文
字
も
の
長
文
の

異
文
が
確
認
で
き
る
。
次
の
段
落
と
は
、
平
成
一
二
年
七
月
発
行
の
新
二
千
円
札
裏
面
に
印
刷
さ
れ
て
有
名
に
な
っ
た
、
「
源
氏
物
語
絵

巻
詞
書
」
の
「
十
五
夜
の
夕
暮
に
、
仏
の
御
前
に
宮
お
は
し
て
云
々
」
と
い
う
所
で
あ
る
。
言
経
本
に
も
国
冬
本
の
異
文
の
断
片
が
伝
流

し
て
い
る
。
こ
の
長
大
な
異
文
は
、
国
冬
本
だ
け
の
独
自
異
文
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
異
文
の
特
徴
は
、
文
字
数
に
お
い
て
長
い
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
話
題
転
換
部
分
で
あ
る
以
外
に
、
こ
の
異
文
の
中
に
七
人
も
の

人
物
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
女
三
宮
・
薫
・
光
源
氏
・
小
侍
従
君
・
柏
木
・
夕
霧
・
一
条
御
息
所
の
動
静
が
語
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
柏
木
の
乳
母
の
姪
で
、
柏
木
を
女
三
の
宮
の
も
と
に
手
引
き
し
た
小
侍
従
君
は
、
流
布
本
本
文
で
は
、
第
三
四

巻
「
若
菜
上
」
・
第
三
五
巻
「
若
菜
下
」
・
第
三
六
巻
「
柏
木
」
の
後
、
第
四
五
巻
「
橋
姫
」
に
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
一
条
御

息
所
は
、
朱
雀
院
の
更
衣
で
落
葉
の
宮
の
母
親
で
あ
る
。
婿
柏
木
の
早
逝
に
娘
の
薄
幸
を
嘆
き
、
さ
ら
に
は
夕
霧
と
娘
の
仲
を
苦
慮
し
、

夕
霧
の
誠
意
を
確
か
め
る
た
め
に
消
息
を
送
る
が
返
事
が
な
い
中
で
、
夕
霧
の
冷
淡
さ
を
恨
み
な
が
ら
死
去
す
る
の
で
あ
る
。
流
布
本
に

よ
れ
ば
、
第
三
四
巻
「
若
菜
上
」
・
第
三
五
巻
「
若
菜
下
」
・
第
三
六
巻
「
柏
木
」
・
第
三
七
巻
「
横
笛
」
の
後
、
第
三
八
巻
「
鈴
虫
」

を
飛
び
越
し
て
第
三
九
巻
「
夕
霧
」
、
そ
し
て
第
五
三
巻
「
手
習
」
に
登
場
す
る
。
こ
う
し
た
人
物
の
「
鈴
虫
」
の
こ
の
場
面
で
の
登
場

は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
物
語
作
者
が
、
こ
こ
で
ひ
と
ま
ず
筆
を
描
い
た
時
の
本
文
の
姿
を
伝
え
る
異
文

で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て
い
る
。
第
二
一
巻
「
少
女
」
や
第
三
三
巻
「
藤
裏
葉
」
に
お
い
て
、
登
場
人
物
の
多
く
が
呼
び
出
さ
れ
て
い
た

が
な
い
。

六
、
検
討
四
ｌ
絵
巻
詞
書
直
前
の
五
三
九
字
の
異
文
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〈
文
例
８
ａ
〉

【
国
冬
本
銘
Ｓ
屋
・
次
頁
写
真
参
照
】
給
は
ず
。
（
女
三
宮
に
）
さ
ぶ
ら
ふ
人
々
も
、
「
さ
ら
ば
世
を
ば
背
け
ど
も
、
む
げ
に
も
て
離
れ
、

つ
れ
ノ
ー
な
る
御
住
ひ
は
、
な
を
、
い
と
心
細
か
る
べ
し
。
院
（
光
源
氏
）
を
見
奉
ら
ぱ
、
日
は
い
か
で
経
べ
き
ぞ
」
と
、
か
な
し
か
る

べ
き
事
を
、
（
人
々
は
）
思
ひ
言
ふ
。
若
君
（
薫
）
の
、
月
日
に
そ
へ
て
美
し
う
な
り
ま
さ
り
給
を
、
人
知
れ
ず
哀
れ
に
（
女
三
宮
は
）

思
ほ
し
な
が
ら
、
あ
ひ
な
う
恥
ず
か
し
、
慎
ま
し
と
思
ひ
聞
え
給
し
筋
の
ま
じ
り
て
、
見
も
入
れ
奉
り
給
は
い
や
う
な
り
。
大
殿
（
光
源

氏
）
は
心
憂
し
と
思
ひ
聞
え
給
し
事
も
、
み
な
過
に
し
方
に
な
り
変
り
た
る
世
な
れ
ば
、
こ
の
頃
も
、
方
々
に
つ
ら
く
哀
れ
に
心
苦
し
と

思
し
嘆
き
け
る
、
か
し
づ
き
奉
り
給
事
、
女
宮
た
ち
と
等
し
く
い
つ
く
し
う
、
も
て
な
し
聞
え
給
。
こ
の
異
心
知
れ
る
人
々
、
（
柏
木
を

手
引
き
し
た
）
（
小
）
侍
従
を
、
き
て
、
又
、
な
か
り
け
り
。
か
の
人
（
柏
木
）
な
む
、
な
を
世
に
あ
ら
ま
し
か
ば
と
あ
る
に
つ
け
て
も
、

か
、
る
に
も
、
必
ず
あ
る
ま
嵐
に
、
こ
と
う
ち
混
じ
り
、
我
も
人
も
、
世
の
そ
し
り
多
く
、
か
た
は
ら
い
た
く
て
、
見
奉
る
事
も
、
か
た

か
ら
ま
し
と
（
光
源
氏
が
）
思
し
隔
つ
る
に
も
、
世
に
惜
し
ま
れ
、
あ
か
ぬ
人
に
て
（
柏
木
が
）
失
せ
た
る
は
、
い
と
哀
れ
に
て
、
命
を

さ
へ
、
心
あ
る
人
の
契
り
と
な
む
、
（
光
源
氏
は
）
思
し
け
る
。
（
夕
霧
は
）
か
の
一
条
の
宮
（
一
条
の
御
息
所
、
落
葉
宮
の
母
）
の
心
ば

せ
浅
か
ら
ず
、
う
ち
眺
め
過
す
ら
ん
。
（
一
条
の
宮
を
）
思
し
や
る
に
、
（
夕
霧
は
）
い
と
心
苦
し
け
れ
ば
、
時
々
は
消
息
な
ど
（
一
条
の

宮
に
）
聞
へ
給
え
り
け
り
。
い
に
し
へ
な
ら
ば
、
な
を
も
あ
ら
ぬ
心
そ
ひ
ぬ
べ
き
あ
た
り
と
思
ほ
す
に
ぞ
、
大
将
（
夕
霧
）
の
御
ま
め
や

け
は
片
時
お
ぼ
し
知
ら
れ
け
る

こ
と
に
思
い
を
致
す
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
国
冬
本
の
長
文
異
文
が
、
「
鈴
虫
」
の
後
半
か
ら
次
巻
「
夕
霧
」
が
執
筆
さ
れ
る
以
前
に
存
在

し
た
と
思
わ
れ
る
本
文
の
断
片
と
見
る
の
は
、
空
想
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
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異
本
中
の
こ
と
ば
の
類
似
表
現
を
、
流
布
本
に
近
い
本
文
を
持
つ
も
の
の
中
か
ら
探
し
て
み
た
。
〈
文
例
８
ａ
〉
の
異
文
か
ら
は
、
四

種
類
の
語
句
に
関
連
し
た
例
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
い
ず
れ
も
が
、
こ
の
〈
文
例
８
ａ
〉
の
異
文
が
「
源
氏
物
語
』
の
第
二

○
「
か
の
一
条
の
宮
」
↓
「
か
の
一
条
の
宮
に
も
、
常
に
と
ぶ
ら
ひ
き
こ
え
た
ま
ふ
・
」
（
柏
木
）
「
か
の
一
条
の
宮
を
も
、
こ
の
ほ
ど
の

御
心
ざ
し
深
く
と
ぶ
ら
ひ
き
こ
え
た
ま
ふ
・
」
（
横
笛
）
「
よ
べ
か
の
一
条
の
宮
に
ま
う
で
た
り
し
に
、
お
は
せ
し
あ
り
さ
ま
な
ど
聞
こ
え

い
で
た
ま
へ
る
を
、
ほ
ほ
笑
み
て
聞
き
お
は
す
。
」
（
横
笛
）
「
丑
寅
の
町
に
、
か
の
一
条
の
宮
を
渡
し
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
な
む
、
三

条
殿
と
、
夜
ご
と
に
十
五
日
づ
つ
、
う
る
は
し
う
通
ひ
住
み
た
ま
ひ
け
る
。
」
（
匂
宮
）

○
「
心
そ
ふ
」
↓
六
例
す
べ
て
若
菜
上
以
降
の
巻
・
「
心
そ
ひ
て
」
（
若
菜
上
）
「
心
そ
ひ
た
る
」
（
若
菜
上
）
「
心
そ
ひ
て
」
（
鈴
虫
）
「
心

そ
ひ
て
」
（
紅
梅
）
「
心
そ
ひ
た
ま
へ
り
」
（
宿
木
）
「
心
そ
ひ
た
ま
へ
る
」
（
東
屋
）

○
「
月
日
に
そ
へ
て
美
し
う
」
↓
「
月
日
に
そ
へ
て
、
こ
の
君
の
う
つ
く
し
う
、
ゆ
ゆ
し
き
ま
で
生
ひ
ま
さ
り
た
ま
ふ
に
、
ま
こ
と
に
、

こ
の
う
き
ふ
し
み
な
思
し
忘
れ
ぬ
べ
し
。
」
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」
横
笛
、
三
五
一
頁
）

○
「
心
あ
る
人
の
契
り
と
な
む
」
↓
「
宮
は
、
さ
し
も
思
し
わ
か
ず
、
人
、
は
た
、
さ
ら
に
知
ら
ぬ
こ
と
な
れ
ば
、
た
だ
一
と
こ
ろ
の
御

心
の
中
に
の
み
ぞ
、
あ
は
れ
、
は
か
な
か
り
け
る
人
の
契
り
か
な
と
見
た
ま
ふ
に
、
お
ほ
か
た
の
世
の
定
め
な
さ
も
思
し
つ
づ
け
ら
れ
て
、

涙
の
ほ
ろ
ほ
る
と
こ
ぼ
れ
ぬ
る
を
、
今
日
は
事
忌
す
べ
き
日
を
と
お
し
拭
ひ
隠
し
た
ま
ふ
・
」
（
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」
柏
木
、
三

こ
の
長
文
異
文
が
、
後
に
破
棄
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
た
場
合
、
こ
の
文
章
が
他
の
巻
な
ど
に
再
活
用
さ
れ
て
い
な
い
か

を
見
て
お
き
た
い
。

一

一

一

一

一

頁
一一〆
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こ
こ
に
は
、
明
ら
か
に
脱
落
が
考
え
ら
れ
る
。
言
経
本
が
、
国
冬
本
の
異
文
の
冒
頭
と
末
尾
だ
け
を
伝
え
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
何
な

の
か
。
私
は
、
こ
れ
も
前
述
の
よ
う
に
、
貼
紙
形
式
で
貼
付
さ
れ
て
い
た
異
文
表
記
が
あ
ま
り
に
長
文
で
あ
る
が
た
め
に
、
そ
の
首
尾
だ

け
残
し
て
伝
え
ら
れ
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
、
「
～
」
「
…
…
」
と
い
う
省
略
記
号
に
よ
る
手
法
の
一
つ
で
は

な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
言
経
本
が
伝
え
よ
う
と
し
た
本
文
は
国
冬
本
と
同
種
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
、
「
源
氏
物
語
絵
巻
詞
書
鈴
虫
こ
の
本
文
は
、
右
に
あ
げ
た
く
文
例
８
〉
直
後
の
も
の
で
あ
る
。
絵
巻
訶
書
の
性
格
が
よ
く

わ
か
る
例
と
し
て
〈
文
例
９
〉
を
あ
げ
て
お
く
。

〈
文
例
８
ｂ
〉

【
言
経
本
銘
弓
匡
】
給
は
ず
。
さ
ぶ
ら
ふ
人
も
、
さ
こ
そ
世
を
背
き
け
れ
ど
、
む
下
に
も
て
離
れ
つ
。
（
脱
文
有
？
）
御
ま
め
け
は
、

あ
り
た
た
じ
と
思
し
け
る

部
で
あ
る
「
若
菜
」
以
降
の
こ
と
ば
づ
か
い
と
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
以
外
の
本
文
と
の

照
合
は
、
翻
刻
資
料
が
調
い
次
第
に
探
究
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
破
棄
さ
れ
た
本
文
の
再
活
用
と
い
う
事
例
の
確
証
は
、
今
の
と
こ

ろ
は
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
と
も
注
目
し
た
い
パ
タ
ー
ン
の
異
文
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

こ
う
し
た
異
文
の
例
は
、
「
輝
く
日
の
宮
」
巻
を
廃
棄
し
た
後
の
再
利
用
の
可
能
性
な
ど
と
関
連
す
る
問
題
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
想

像
を
掻
き
立
て
て
く
れ
る
異
文
で
あ
る
。
今
後
と
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
読
み
解
い
て
い
き
た
い
。

こ
の
国
冬
本
の
長
文
異
同
箇
所
に
対
し
て
、
言
経
本
は
次
の
よ
う
な
異
文
を
伝
え
て
い
る
。
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「
あ
る
へ
き
」
と
す
る
絵
巻
詞
書
に
対
し
て
、
国
冬
本
・
保
坂
本
・
穂
久
邇
本
な
ど
は
「
い
と
、
ま
れ
に
ほ
の
め
く
ね
な
ど
は
、
げ
に

こ
そ
異
な
る
を
」
と
い
う
本
文
が
加
わ
っ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
を
見
て
も
、
明
ら
か
に
異
な
る
本
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

と
思
う
。
た
だ
し
、
現
在
確
認
で
き
る
本
文
の
中
で
は
、
国
冬
本
や
言
経
本
は
、
そ
の
一
部
が
「
源
氏
物
語
絵
巻
訶
書
』
に
近
似
す
る
例

も
し
ば
し
ば
あ
る
の
で
、
今
後
と
も
こ
れ
ら
の
異
本
群
の
本
文
は
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

〈
文
例
９
〉

あ
る
へ
き
［
大
庵

あ
り
け
れ
層

有
け
れ
［
麦
］

有
へ
き
［
言
］

あ
ら
ん
。
い
と
、
ま
れ
に
ほ
の
め
く
ね
な
ど
、
げ
に
こ
そ
異
な
る
を
［
保
］

あ
ら
ん
。
い
と
、
ま
れ
に
ほ
の
め
く
ね
な
ど
は
、
げ
に
こ
そ
異
な
る
を
［
国
］

あ
ら
ん
。
い
と
、
ま
れ
に
ほ
の
め
く
ほ
ど
な
ど
、
げ
に
こ
そ
異
な
る
を
［
穂
］

あ
る
べ
き
。
い
と
、
ま
れ
に
ほ
の
め
く
ね
な
ど
、
げ
に
こ
そ
異
な
れ
［
御
高
家
雅
鳳
］

あ
る
べ
き
／
き
＋
い
と
、
ま
れ
に
ほ
の
め
く
ね
な
ど
、
げ
に
こ
そ
異
な
れ
［
尾
］

［
大
陽
成
横
氏
池
西
肖
日
三
首
入
湖
伏
中
東
絵
俊
］

や
［
阿
］

：
四
ｍ
つ
『
や
画
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こ
の
「
例
よ
り
も
あ
は
れ
な
る
音
に
か
き
鳴
ら
し
た
ま
ふ
」
の
直
後
に
、
次
の
異
文
が
あ
る
。
話
題
転
換
部
分
に
あ
た
る
と
こ
ろ
の
異

同
で
あ
る
。

前
項
で
検
討
し
た
く
文
例
８
〉
は
、
そ
れ
ま
で
の
異
文
が
女
三
宮
中
心
で
あ
っ
た
も
の
か
ら
、
物
語
中
の
他
の
人
物
へ
と
視
点
が
移
っ

て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
の
例
か
ら
は
、
そ
れ
が
光
源
氏
を
中
心
と
し
た
異
文
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。

次
の
例
は
、
光
源
氏
の
心
中
を
述
べ
る
下
り
で
あ
る
。
流
布
本
本
文
を
あ
げ
る
。

〈
文
例
Ⅲ
〉

月
さ
し
い
で
て
い
と
は
な
や
か
な
る
ほ
ど
も
あ
は
れ
な
る
に
、
空
を
う
ち
な
が
め
て
、
世
の
中
さ
ま
ざ
ま
に
つ
け
て
、
は
か
な
く

移
り
変
は
る
あ
り
さ
ま
も
お
ぼ
し
続
け
ら
れ
て
、
例
よ
り
も
あ
は
れ
な
る
音
に
か
き
鳴
ら
し
た
ま
ふ
。
［
こ
こ
に
国
冬
本
異
文
あ
り

《
文
例
加
》
］

【
小
見
出
し
６
／
宮
中
で
の
月
の
宴
が
中
止
と
な
り
、
人
々
は
源
氏
の
も
と
に
参
集
、
三
条
宮
で
の
鈴
虫
の
宴
と
な
る
】

今
宵
は
例
の
御
遊
び
に
や
あ
ら
む
、
と
お
し
は
か
り
て
、
兵
部
卿
の
宮
（
蛍
宮
）
渡
り
た
ま
へ
り
。

（
角
川
Ｃ
Ｄ
小
見
出
し
５
～
６
、
「
源
氏
物
語
別
本
集
成
」
銘
霊
お
）

七
、
検
討
五
ｌ
光
源
氏
中
心
の
異
文
へ
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【
国
冬
本
巽
易
霊
】
給
ふ
。
思
し
ひ
（
ひ
し
？
）
時
な
れ
ど
、
げ
に
折
に
つ
け
て
よ
は
り
時
に
つ
け
て
、
ょ
ろ
づ
の
も
の
樋
哀
れ
も
取
り

合
は
せ
た
る
心
地
す
る
に
、
（
光
源
氏
は
）
み
づ
か
ら
の
心
地
に
も
留
め
が
た
う
、
よ
る
づ
思
し
つ
づ
け
ら
る
、

こ
の
光
源
氏
が
話
す
こ
と
ば
の
中
の
「
い
と
ど
し
の
ば
る
る
こ
と
多
く
」
と
「
お
ほ
や
け
私
」
と
の
間
に
、
次
の
異
文
〈
文
例
Ⅱ
〉
が

あ
る
。
柏
木
の
楽
才
に
思
い
を
致
す
光
源
氏
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
話
題
の
転
換
部
分
で
は
な
い
。

次
に
あ
げ
る
の
も
、
話
題
の
転
換
部
分
で
は
な
い
箇
所
の
異
同
で
あ
る
。
光
源
氏
は
秋
好
中
宮
の
も
と
を
訪
れ
、
自
分
が
出
家
し
た
後

の
夕
霧
・
紫
の
上
な
ど
の
世
話
を
依
頼
す
る
場
面
で
あ
る
。

〈
文
例
Ⅱ
〉

一
国
冬
本
認
宅
電
】

【
言
経
本
銘
宅
電
】

次
の
例
は
、
中
秋
の
名
月
の
夜
の
遊
宴
の
場
面
で
あ
る
。
ま
ず
、
流
布
本
を
あ
げ
る
。

故
権
大
納
言
（
柏
木
）
、
な
に
の
を
り
を
り
に
も
、
亡
き
に
つ
け
て
い
と
ど
し
の
ば
る
る
こ
と
多
く
、
［
こ
こ
に
国
冬
本
と
言
経
本
に

異
文
あ
り
《
文
例
Ⅷ
》
］
お
ほ
や
け
私
、
も
の
の
を
り
ふ
し
の
匂
ひ
失
せ
た
る
こ
こ
ち
こ
そ
す
れ
。

（
角
川
Ｃ
Ｄ
小
見
出
し
６
中
半
、
「
源
氏
物
語
別
本
集
成
」
鵠
ｓ
語
）

多
か
る
中
に
も
、
（
柏
木
は
）
遊
び
の
方
の
も
の
は
へ
は
、
限
り
な
き
心
地
し
侍
け
る

多
か
る
中
に
も
、
遊
び
の
方
の
も
の
、
は
へ
は
、
こ
よ
な
う
失
た
る
心
地
ぞ
し
け
る
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こ
れ
も
、
内
容
を
補
足
す
る
程
度
の
異
文
と
い
え
よ
う
。

次
の
例
は
、
こ
れ
ま
で
と
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
。
話
題
の
転
換
部
分
で
は
な
い
箇
所
に
加
え
て
、
保
坂
本
と
穂
久
邇
本
が
長
文

文
を
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
う
少
し
後
に
、
場
所
は
ズ
レ
る
が
、
言
経
本
が
ほ
ぼ
同
文
を
伝
え
て
い
る
。

ま
ず
、
流
布
本
を
あ
げ
る
。

流
布
本
の
、
「
た
だ
よ
は
し
た
ま
ふ
な
」
と
「
さ
き
ざ
き
も
聞
こ
え
つ
け
し
」
と
の
間
に
、
次
の
異
文
〈
文
例
ｕ
〉

秋
好
中
宮
に
語
る
光
源
氏
の
心
中
の
一
部
分
で
あ
る
。

〈
文
例
皿
〉

【
国
冬
本
銘
届
宅
】

｛
言
経
本
銘
届
詔
】

の
こ
り
の
人
々
の
も
の
は
か
な
か
ら
む
、
た
だ
よ
は
し
た
ま
ふ
な
、
［
こ
こ
に
国
冬
本
と
言
経
本
に
異
文
あ
り
《
文
例
枢
》
］
と
さ

き
ざ
き
も
聞
こ
え
つ
け
し
心
た
が
へ
ず
、
お
ぼ
し
と
ど
め
て
、
も
の
せ
さ
せ
た
ま
へ
」

な
ど
、
ま
め
や
か
な
る
さ
ま
に
聞
こ
え
さ
せ
た
ま
ふ
。
（
角
川
Ｃ
Ｄ
小
見
出
し
８
中
半
、
「
源
氏
物
語
別
本
集
成
」
謡
届
認
）

「
げ
に
、
お
ほ
や
け
ざ
ま
に
て
は
、
限
り
あ
る
を
り
ふ
し
の
御
里
居
も
い
と
よ
う
待
ち
つ
け
き
こ
え
さ
せ
し
を
、
今
は
な
に
ご
と
に

漂
は
し
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
思
ひ
給
へ
乱
れ
て
な
ん
、
今
ま
で
侍
く
る

漂
は
さ
で
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
思
給
乱
れ
て
、
今
ま
で
侍

が
あ
る
。
こ
れ
は

の
異
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こ
れ
は
、
光
源
氏
が
秋
好
中
宮
の
出
家
の
意
向
を
認
め
な
い
こ
と
を
語
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
光
源
氏
の
こ
と
ば
で
、
「
か
へ
り
て
ひ

が
ひ
が
し
う
お
し
は
か
り
き
こ
え
さ
す
る
人
も
こ
そ
は
く
れ
。
」
と
「
か
け
て
も
い
と
あ
る
ま
じ
き
御
こ
と
に
な
む
」
の
問
に
あ
る
の
が
、

保
坂
本
と
穂
久
邇
本
の
次
の
長
文
異
同
〈
文
例
旧
ａ
〉
で
あ
る
。

〈
文
例
屋
ａ
〉

【
保
坂
本
鵠
國
重
】
げ
に
、
長
き
世
の
闇
を
思
ひ
や
る
に
は
、
か
り
そ
め
の
こ
の
世
の
、
い
さ
、
か
な
る
人
の
も
と
に
ば
か
り
な
ど
に
、

思
ひ
は
ば
か
ら
ん
も
、
い
と
幼
な
か
る
く
き
事
な
れ
ど
、
さ
な
ん
侍
り
け
る
御
位
を
極
め
、
よ
る
づ
の
事
、
こ
の
世
に
あ
か
ぬ
事
な
き

（
中
宮
の
）
御
身
な
れ
ど
、
今
ひ
き
返
し
少
し
も
世
の
う
ち
か
た
ぶ
き
ぬ
く
か
ら
ん
事
は
、
（
出
家
の
こ
と
な
ど
）
さ
ら
に
思
し
よ
ら
で
な

ん
よ
か
る
べ
き
。
尊
き
道
を
心
ざ
し
、
御
心
一
つ
を
す
ま
さ
せ
給
と
も
、
女
の
御
身
は
何
事
も

【
穂
久
邇
本
銘
畠
窪
］
げ
に
、
長
き
世
の
闇
を
思
や
る
に
は
、
か
り
そ
め
の
こ
の
世
の
、
い
さ
、
か
な
る
人
の
も
ど
き
ば
か
り
な
ど
に
、

思
ひ
は
ば
か
ら
ん
も
、
い
と
幼
な
か
る
く
き
事
な
れ
ど
、
さ
な
ん
侍
け
る
御
位
を
極
め
、
よ
る
づ
の
事
、
こ
の
世
に
あ
か
ぬ
事
な
き
御
身

つ
け
て
か
は
、
御
心
に
ま
か
せ
さ
せ
た
ま
ふ
御
う
つ
る
ひ
も
は
く
ら
む
。
さ
だ
め
な
き
世
と
言
ひ
な
が
ら
も
、
さ
し
て
厭
は
し
き
こ

と
な
き
人
の
、
さ
は
や
か
に
そ
む
き
離
る
る
も
あ
り
が
た
う
、
心
や
す
か
る
べ
き
ほ
ど
に
つ
け
て
だ
に
、
お
の
づ
か
ら
思
ひ
か
か
づ

ら
ふ
ほ
だ
し
の
み
は
く
る
を
、
な
ど
か
、
そ
の
人
ま
ね
に
き
ほ
ふ
御
道
心
は
、
か
へ
り
て
ひ
が
ひ
が
し
う
お
し
は
か
り
き
こ
え
さ
す

る
人
も
こ
そ
は
く
れ
。
［
こ
こ
に
保
坂
本
と
穂
久
邇
本
に
異
文
あ
り
《
文
例
相
ａ
》
］
か
け
て
も
い
と
あ
る
ま
じ
き
御
こ
と
に
な
む
」

と
聞
こ
え
た
ま
ふ
を
、
［
こ
こ
に
言
経
本
異
文
あ
り
《
文
例
禍
ｂ
》
］
深
う
も
汲
み
は
か
り
た
ま
は
ぬ
な
め
り
か
し
、
と
つ
ら
う
思

ひ
き
こ
え
た
ま
ふ
。
（
角
川
Ｃ
Ｄ
小
見
出
し
８
後
半
、
「
源
氏
物
語
別
本
集
成
」
巽
屋
届
）
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こ
の
言
経
本
末
尾
の
「
所
せ
き
な
ん
、
い
と
を
し
う
侍
と
聞
え
知
ら
せ
給
を
」
は
、
言
経
本
の
独
自
異
文
で
あ
る
。
な
お
、
国
冬
本
の

こ
の
部
分
に
は
本
文
異
同
は
な
い
。
言
経
本
の
異
同
が
他
の
二
本
、
保
坂
本
・
穂
久
邇
本
よ
り
そ
の
場
所
が
少
し
ズ
レ
て
い
る
の
は
、
こ

こ
で
も
貼
紙
に
書
か
れ
て
い
た
も
の
が
そ
の
挿
入
箇
所
を
間
違
え
て
伝
流
し
た
可
能
性
を
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
国
冬
本
が
こ
の

異
文
を
伝
え
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
、
少
し
長
い
異
文
に
つ
い
て
は
、
言
経
本
は
国
冬
本
と
連
動
す
る
か
の
よ
う
に

し
て
異
文
を
伝
え
て
い
た
。
こ
こ
だ
け
が
言
経
本
の
独
自
異
文
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
国
冬
本
の
ミ
ス
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の

〈
文
例
Ｂ
ｂ
〉

【
言
経
本
銘
届
宅
】
給
ふ
を
、
げ
に
長
き
世
の
闇
を
思
や
る
に
は
、
か
り
そ
め
の
世
の
い
さ
、
か
な
る
人
の
も
ど
き
な
ど
ば
か
り
に
、

思
ひ
は
ば
か
る
も
、
い
と
幼
な
か
る
く
き
事
な
れ
ど
を
の
づ
か
ら
、
さ
な
ん
侍
け
る
御
位
を
極
め
、
よ
る
づ
の
事
、
こ
の
世
の
あ
か
ぬ
事
－
５３

な
き
御
身
な
れ
ど
、
今
ひ
き
返
し
少
し
に
て
も
世
の
う
ち
か
た
ぶ
く
べ
か
ら
ん
事
は
、
さ
ら
に
思
し
よ
ら
で
な
ん
よ
か
る
べ
き
。
た
だ
、
－

尊
き
道
を
心
ざ
し
、
御
心
一
つ
を
す
ま
さ
せ
給
と
も
、
女
御
の
御
身
は
何
事
も
（
以
下
、
保
坂
本
と
穂
久
邇
本
に
は
な
い
）
所
せ
き
な
ん
、

い
と
を
し
う
侍
と
聞
え
知
ら
せ
給
を

な
れ
ど
、
今
ひ
き
返
し
少
し
も
世
の
う
ち
か
た
ぶ
き
ぬ
く
か
ら
ん
事
は
、
さ
ら
に
思
し
よ
ら
で
な
ん
よ
か
る
べ
き
。
尊
き
道
を
心
ざ
し
、

御
心
一
つ
を
す
ま
さ
せ
給
と
も
、
女
の
御
身
は
何
事
も

こ
れ
が
、
言
経
本
で
は
、
そ
の
少
し
後
の
「
御
こ
と
に
な
む
と
聞
こ
え
た
ま
ふ
を
」
と
「
深
う
も
汲
み
は
か
り
た
ま
は
ぬ
な
め
り
か

し
」
と
の
間
に
、
次
の
異
同
〈
文
例
旧
ｂ
〉
を
見
せ
る
。



異
文
は
、
言
経
本
で
一
九
五
字
、
保
坂
本
で
一
八
二
字
、
穂
久
邇
本
で
一
七
五
字
の
分
量
で
あ
る
。
国
冬
本
「
鈴
虫
」
の
書
写
本
文
は
、

一
行
一
六
字
か
ら
二
○
字
で
二
行
書
き
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ち
ょ
う
ど
一
頁
分
の
分
量
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

目
移
り
で
は
な
く
て
、
一
紙
面
分
の
写
し
飛
ば
し
に
よ
る
欠
脱
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
国
冬
本
に
は
、
小
さ
な

書
写
上
の
ミ
ス
は
多
々
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な
も
の
は
な
か
っ
た
。
次
の
巻
末
部
の
例
を
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
こ
で
の
国

冬
本
は
言
経
本
の
よ
う
な
異
文
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
、
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

異
文
検
討
の
最
後
と
し
て
、
「
鈴
虫
」
巻
末
部
に
あ
る
諸
本
間
の
大
き
な
異
同
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
、
流
布
本
を
あ
げ
る
。

〈
文
例
Ⅲ
〉

た
ま
ふ
［
大
成
横
氏
池
西
肖
日
伏
］
…
巽
展
密

た
ま
ひ
け
る
と
そ
［
麦
阿
］

こ
の
巻
末
部
を
「
（
な
り
ま
さ
り
）
た
ま
ふ
・
」
と
す
る
の
は
、
今
回
校
合
し
た
三
○
本
中
の
ち
ょ
う
ど
半
数
の
一
五
本
で
あ
る
。

中
宮
（
秋
好
中
宮
）
ぞ
、
な
か
な
か
ま
か
で
た
ま
ふ
こ
と
も
い
と
か
た
う
な
り
て
、
た
だ
人
の
仲
の
や
う
に
並
ぴ
お
は
し
ま
す
に
、

い
ま
め
か
し
う
、
な
か
な
か
昔
よ
り
も
は
な
や
か
に
、
御
遊
び
を
も
し
た
ま
ふ
。
な
に
ご
と
も
御
心
や
れ
る
あ
り
さ
ま
な
が
ら
、
た

だ
か
の
御
息
所
（
六
条
御
息
所
）
の
御
こ
と
を
お
ぼ
し
や
り
つ
つ
、
行
ひ
の
御
心
す
す
み
に
た
る
を
、
人
（
光
源
氏
）
の
許
し
き
こ

え
た
ま
ふ
ま
じ
き
こ
と
な
れ
ば
、
功
徳
の
こ
と
を
た
て
て
お
ぼ
し
い
と
な
み
、
い
と
ど
心
深
う
世
の
中
を
お
ぼ
し
と
れ
る
さ
ま
に
な

り
ま
さ
り
た
ま
ふ
。
（
角
川
Ｃ
Ｄ
小
見
出
し
岨
巻
末
、
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』
認
ぷ
ぷ
）
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こ
れ
は
、
六
条
御
息
所
の
こ
と
を
思
う
光
源
氏
を
語
る
場
面
で
、
巻
の
と
じ
め
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
〈
河
内
本
群
〉
や
版
本
の
本

文
、
そ
し
て
言
経
本
・
保
坂
本
・
穂
久
邇
本
な
ど
に
は
「
も
ろ
心
に
急
ぎ
給
ひ
て
、
御
八
講
な
ど
行
な
は
せ
給
ふ
と
ぞ
」
と
い
う
こ
と
ば

が
あ
る
の
に
、
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
や
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
、
そ
し
て
国
冬
本
は
「
給
」
「
た
ま
ひ
け
る
と
そ
」
と
し
て
終
わ
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
国
冬
本
に
異
同
が
な
い
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
例
か
ら
見
る
と
、
言
経
本
の
よ
う
に
「
も
ろ
心
に
急
ぎ
給
ひ
て
、
御

八
講
な
ど
行
な
は
せ
給
ふ
と
ぞ
」
と
あ
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
の
に
、
そ
う
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
は
、
〈
文
例
８
〉
を
境
に
し
て
、

給給給給給給給給給給給給
OOOOOOOOOOふー

［
陽
三
国
］

六
条
院
も
、
も
ろ
心
に
急
ぎ
給
ひ
て
、
（
六
条
御
息
所
追
善
の
）
御
八
講
な
ど
行
な
は
せ
給
ふ
と
ぞ

六
条
院
も
、
も
ろ
心
に
急
ぎ
給
ひ
て
、
御
八
講
な
ど
行
な
は
せ
給
ふ
と
ぞ
［
尾
家
雅
鳳
］

六
条
院
も
、
も
ろ
心
に
急
ぎ
給
ひ
て
、
御
八
講
な
ど
行
な
は
せ
給
ふ
と
ぞ
［
高
］

六
条
院
も
、
も
ろ
心
に
急
ぎ
給
ひ
て
、
御
八
講
な
ど
行
な
は
せ
給
ふ
と
ぞ
［
俊
］

六
条
院
も
、
も
ろ
心
に
急
ぎ
給
ひ
て
、
御
八
講
な
ど
行
な
せ
給
ふ
と
ぞ
［
保
］

六
条
院
も
、
も
ろ
心
に
急
ぎ
給
ひ
て
、
御
八
講
な
ど
行
な
は
せ
給
ふ
と
ぞ
［
穂
］

六
条
院
に
も
、
も
ろ
心
に
急
ぎ
給
ひ
て
、
御
八
講
な
ど
行
な
は
せ
給
ふ
と
ぞ
［
首
入
］

六
条
院
に
、
も
ろ
心
に
急
ぎ
給
ひ
て
、
御
八
講
な
ど
行
な
は
せ
給
ふ
と
ぞ
［
湖
］

六
条
院
も
、
も
ろ
心
に
急
ぎ
給
ひ
て
、
御
八
講
な
ど
行
な
は
せ
給
ふ
と
ぞ
［
中
］

六
条
院
も
、
も
ろ
心
に
急
ぎ
給
ひ
て
、
御
八
講
な
ど
行
な
は
せ
給
ふ
［
言
］

戸

東
11

［
御
］
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『
源
氏
物
語
」
の
本
文
研
究
は
、
六
○
年
以
上
も
停
滞
し
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。
「
源
氏
物
語
大
成
」
で
「
簡
略
ヲ
旨
」
と
さ
れ

た
本
文
群
を
翻
刻
し
直
し
な
が
ら
、
各
本
文
を
対
校
し
た
結
果
を
も
と
に
し
て
特
徴
の
あ
る
異
同
を
検
討
し
、
異
本
・
異
文
の
世
界
の
様

態
を
探
究
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
〈
河
内
本
群
〉
と
〈
別
本
群
〉
と
い
う
二
群
の
分

別
試
案
を
見
通
し
と
し
て
得
て
い
る
。

作
品
を
読
む
以
前
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
の
本
文
調
査
は
、
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
本
文
異
同
は
物
語

に
お
け
る
筋
書
き
の
変
更
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
細
か
な
本
文
異
同
が
大
多
数
を
占
め
、
ま
た
本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、

長
文
の
異
同
も
確
認
で
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
異
同
の
集
積
か
ら
見
え
て
く
る
全
体
像
は
、
ま
だ
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
よ

り
、
「
源
氏
物
語
」
が
長
編
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
た
め
の
手
だ
て
が
あ
ま
り
に
煩
雑
で
あ
り
、
異
文
の
全
体
的
な
位
相
を
知
る
こ
と
を

放
棄
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
伝
流
す
る
諸
本
の
本
文
を
徹
底
的
に
検
証
す
る
こ
と
は
、
文
学
研
究
の
基
盤
整
備
と
し
て
、
早
急
に
着
手

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
以
前
と
そ
れ
以
降
で
は
、
国
冬
本
が
伝
え
る
本
文
は
質
が
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
〈
文
例
８
〉
ま
で
の
国
冬
本
に
は
、

「
鈴
虫
」
の
形
成
過
程
を
見
せ
る
異
文
が
混
入
し
て
伝
流
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
〈
文
例
Ｍ
〉
と
も
関
連
し
て
、

「
鈴
虫
」
の
後
半
で
は
、
国
冬
本
は
言
経
本
と
は
異
な
る
傾
向
の
本
文
を
伝
え
て
い
る
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

最
後
に
、
「
鈴
虫
」
に
お
け
る
書
写
本
文
の
位
相
を
知
る
た
め
の
参
考
資
料
を
あ
げ
て
お
く
。
こ
れ
は
、
諸
本
の
本
文
異
同
を
文
節
単

位
で
数
値
化
し
、
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
手
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
別
本
本
文
の
意
義
ｌ
「
澪
標
」
に
お
け
る
別
本
群
と
河

ま
と
め
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内
本
群
ｌ
」
（
「
源
氏
物
語
研
究
集
成
第
十
三
巻
源
氏
物
語
の
本
文
」
平
成
一
二
年
五
月
、
風
間
書
房
）
お
よ
び
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
〈
源
氏
物
語
電
子
資
料
館
〉
（
茸
ｇ
ミ
重
言
君
・
且
言
の
●
旨
合
図
の
○
国
巴
三
ミ
国
弓
三
ご
言
冨
呈
電
届
謹
言
三
）
を
参
照
願
い
た
い
。
「
鈴

虫
」
三
○
本
に
関
す
る
諸
本
間
の
異
同
傾
向
の
詳
細
は
別
稿
で
報
告
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
に
は
そ
の
結
果
の
み
を
掲
載
す
る
。

〈
注
〉

〈
文
例
１
ａ
〉

御
気
色
な
り
［
大
成
横
氏
碓

御
け
し
き
な
り
［
陽
伏
蓉

御
け
し
き
也
［
麦
中
高
］

〈
文
例
１
ｂ
〉

給
へ
り
［
大
成
横
氏
池
西
肖
三
首
入
湖
伏
保
国
麦
阿
中
東
］
…
銘
皀
臼

た
ま
へ
り
［
陽
日
穂
尾
御
高
俊
家
雅
鳳
］

給
へ
り
と
み
に
も
え
い
て
給
は
す
と
計
お
は
し
ま
す
御
め
の
と
た
ち
ふ
る
き
人
々
な
と
い
ま
さ
ら
に
か
な
し
き
事
を
思
ひ
つ
、
う
ち
な
き
あ
へ
り
東
の

中
の
御
さ
う
し
く
ち
に
御
ま
し
あ
れ
は
そ
な
た
に
わ
た
り
給
ぬ
／
と
み
に
も
～
わ
た
り
給
ぬ
＄
［
言
］

〈
文
例
２
ａ
〉

な
け
な
る
ま
て
［
国
麦
阿
以
外
］
。
：
銘
置
霊

御
気
し
き
な
り
戸

御
気
し
き
也
［
言
］

御
気
色
な
り
と
み
に
も
え
い
て
給
は
す
と
は
か
り
お
は
し
ま
す
御
め
の
と
ふ
る
き
人
々
も
み
な
か
な
し
き
こ
と
を
お
も
ひ
つ
、
う
ち
な
き
あ
へ
り
ひ
ん

か
し
の
さ
う
し
の
中
に
そ
お
ま
し
あ
れ
は
そ
な
た
に
わ
た
り
給
ぬ
／
さ
う
し
〈
判
読
〉
［
国
］

［
大
成
横
氏
池
西
肖
三
首
入
湖
］

与
り
［
陽
伏
穂
保
俊
］

［
日
阿
東
尾
御
家
雅
鳳
］

四
ｍ
つ
四
ｍ
ｍ
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給
つ
、
［
大
成
壁

た
ま
ひ
つ
、

給
つ
る
［
中
］

給
て
［
陽
麦
暦

〈
文
例
３
〉

給
ふ
［
大
鐙

た
ま
ふ

〈
文
例
２
ｂ
〉

和
つ
、
［
大
成
横
氏
池
西
肖
首
入
湖
穂
保
国
尾
御
高
俊
家
雅
鳳
］

た
ま
ひ
つ
、
［
日
伏
］

給
ひ
つ
、
［
三
東
］

給
宮
は
お
そ
る
し
か
り
し
御
事
の
な
こ
り
な
や
ま
し
う
お
ほ
さ
れ
て
お
こ
な
ひ
な
と
も
け
さ
や
か
に
え
つ
と
め
給
は
す
御
念
仏
は
か
り
の
す
、
ひ
き
か

く
し
て
ゐ
給
へ
る
を
い
ま
は
か
、
る
か
た
の
御
あ
り
さ
ま
に
し
る
し
奉
り
て
／
給
十
っ
、
、
宮
は
～
奉
り
て
＄
か
の
宮
を
も
、
傍
か
の
宮
を
も
＄
［
言
］

な
き
ま
て
［
麦
阿
］

な
く
な
む
を
の
ノ
ー
か
へ
り
け
る
宮
月
こ
ろ
な
ん
お
そ
る
し
か
り
し
御
事
な
こ
り
な
や
ま
し
う
お
ほ
さ
れ
て
御
を
こ
な
ひ
な
と
も
け
さ
ゃ
か
に
は
え
な

ら
ひ
給
は
す
御
ね
ん
ふ
つ
の
れ
う
の
す
、
あ
き
か
く
し
ま
き
ら
は
し
給
へ
る
を
い
ま
は
か
、
る
か
た
の
御
有
さ
ま
に
て
も
な
し
き
こ
へ
給
て
［
国
］

給
［
陽
入
湖
穂
麦
阿
中
尾
俊
家
雅
鳳
］

給
き
や
う
な
と
御
身
つ
か
ら
お
し
へ
き
こ
え
給
又
さ
る
へ
き
あ
ま
た
ち
な
と
の
せ
か
い
ゐ
ん
の
あ
た
り
に
な
り
ふ
か
ら
物
な
と
な
ら
ひ
し
ょ
を
す
ぐ
す

た
く
ひ
は
う
せ
に
、
た
れ
と
ひ
と
な
こ
や
か
ら
す
み
、
は
せ
あ
い
を
い
に
ふ
は
し
く
た
つ
ね
と
ら
せ
給
へ
き
に
お
ほ
し
お
き
て
た
り
世
中
ひ
と
へ
に
お

は
し
お
こ
り
あ
そ
ひ
た
は
ふ
れ
事
に
う
つ
ら
せ
給
に
き
し
か
た
こ
そ
す
こ
し
い
は
け
た
る
事
も
お
は
し
ま
し
け
れ
よ
の
う
き
こ
と
を
人
し
れ
す
お
ほ
し

し
る
わ
か
御
心
つ
か
ら
の
こ
と
に
は
あ
ら
れ
と
な
を
心
つ
か
ひ
す
へ
き
よ
に
こ
そ
有
け
れ
な
と
お
ほ
し
わ
か
る
、
事
と
も
あ
り
て
い
と
ふ
か
う
の
と
や

給
経
な
と
も
み
つ
か
ら
を
し
へ
聞
え
給
又
さ
る
へ
き
あ
ま
た
ち
の
斎
院
の
あ
た
り
な
と
に
て
さ
へ
ふ
か
く
物
よ
く
な
ら
ひ
て
人
か
ら
も
い
や
し
か
ら
す

心
は
へ
あ
る
な
と
を
た
つ
ね
と
り
て
さ
、
は
せ
て
物
な
ら
は
せ
給
へ
く
お
ほ
し
を
き
て
た
り
世
中
を
ひ
と
へ
に
お
ほ
し
あ
か
り
あ
そ
ひ
た
は
ふ
れ
こ
と

か
に
御
を
こ
な
ひ
を
し
［
国
］

［
大
成
横
氏
池
西
肖
首
伏
東
高
］

［
陽
麦
阿
］

［
日
三
保
御
］

。
・
四
ｍ
ｏ
《
の
つ

：
四
ｍ
つ
、
』
、
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給
て
［
大
陽
《

た
ま
ひ
て

ナ
シ
［
中
］

〈
文
例
５
〉

は
こ
ひ
わ
た
し
［
大
陽
成
横
氏
池
西
肖
日
三
首
入
湖
伏
穂
保
国
東
尾
御
高
俊
家
雅
鳳
］
…
銘
急
望

は
こ
ひ
わ
た
し
よ
る
つ
く
ち
す
ま
し
う
ゆ
く
す
ゑ
の
御
あ
り
さ
ま
を
お
ほ
し
や
り
つ
、
／
よ
る
つ
～
お
ほ
し
や
り
つ
、
＄
［
言
］

は
こ
ひ
を
か
せ
給
［
麦
阿
］

ナ
シ
［
中
］

〈
文
例
６
〉

さ
ふ
ら
ふ
［
大
陽
成
横
氏
池
西
肖
日
三
首
入
湖
伏
穂
保
言
麦
阿
東
尾
御
俊
家
雅
鳳
］
…
銘
急
誤

さ
ふ
ら
ふ
そ
て
と
も
よ
り
も
こ
と
く
は
へ
さ
せ
給
て
さ
ま
こ
と
に
思
を
き
て
さ
せ
給
を
こ
な
ひ
よ
り
ほ
か
に
こ
の
よ
の
い
と
な
み
心
み
た
る
ま
し
き
ほ

と
に
と
よ
ろ
つ
を
と
ふ
ら
は
せ
給
あ
き
の
こ
ろ
に
し
の
わ
た
と
の
ゞ
ま
へ
の
な
か
い
の
ひ
か
し
の
に
は
を
お
し
な
へ
て
の
に
つ
く
ら
せ
給
へ
り
あ
か
た

て
ま
つ
る
や
と
り
の
た
れ
し
て
い
つ
み
の
水
を
く
む
へ
き
と
か
ひ
の
い
し
な
と
い
と
な
ま
め
き
て
し
く
は
え
さ
せ
給
て
御
し
つ
ら
ひ
こ
と
な
る
を
も
さ

ま
か
は
り
あ
は
れ
に
見
給
て
あ
け
く
れ
は
は
な
の
つ
ゆ
と
そ
お
ち
つ
ゞ
つ
と
め
た
に
あ
ま
君
た
ち
の
有
さ
ま
中
々
に
お
も
ふ
こ
と
な
け
也
［
国
］

〈
文
例
４
〉

旭
て
［
大
陽
成
横
氏
池
西
肖
日
三
首
入
湖
穂
保
言
麦
阿
尾
御
高
家
雅
鳳
］

た
ま
ひ
て
［
伏
俊
］

給
は
て
［
東
］

給
へ
と
は
た
あ
ふ
み
の
は
つ
く
ら
よ
り
も
い
か
め
し
き
も
の
ｌ
～
は
こ
ま
か
に
つ
き
せ
す
［
国
］

に
う
つ
り
給
し
き
し
か
た
こ
そ
す
こ
し
い
わ
け
た
る
事
も
お
は
し
ま
し
け
れ
か
の
う
き
事
を
も
人
し
れ
す
お
ほ
し
し
り
我
御
心
つ
か
ら
の
と
か
に
は
あ

ら
れ
と
猶
心
つ
か
ひ
す
へ
き
世
に
こ
そ
あ
り
け
れ
な
と
お
ほ
し
わ
く
と
も
あ
り
て
い
と
か
く
の
と
か
に
御
お
こ
な
ひ
を
し
給
／
経
な
と
～
し
給
＄
、
前

１
て
＄
、
前
４
く
＋
事
［
言
］

ナ
シ
［
中
］

い
ぃ
Ｃ
ｍ
四
℃
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〈
文
例
８
〉

給
は
す
［
大
陽
成
横
氏
池
西
肖
首
入
湖
穂
麦
阿
東
高
］
…
銘
弓
匡

た
ま
は
す
［
日
三
伏
保
中
尾
御
俊
家
雅
鳳
］

給
は
す
さ
ふ
ら
ふ
人
も
さ
こ
そ
世
を
そ
む
き
け
れ
と
む
下
に
も
て
は
な
れ
つ
御
ま
め
け
は
あ
り
か
た
し
と
お
ほ
し
け
る
／
さ
ふ
ら
ふ
～
お
ほ
し
け
る

〈
文
例
７
〉

や
う
に
て
［
大
陽
成
横
氏
池
工

や
う
に
て
／
と
＆
う
［
御
］

＄
戸
一

一
一

p
lO

給
は
す
さ
ふ
ら
ふ
人
々
も
さ
ら
は
よ
を
は
そ
む
け
と
も
む
け
に
も
て
は
な
れ
つ
れ
ノ
、
な
る
御
す
ま
ひ
は
な
を
い
と
心
ほ
そ
か
る
へ
し
ゐ
ん
を
見
た
て

ま
つ
ら
は
日
は
い
か
て
ふ
へ
き
そ
と
か
な
し
か
る
へ
き
こ
と
を
思
ひ
い
ふ
わ
か
き
み
の
月
日
に
そ
へ
て
う
つ
く
し
う
な
り
ま
さ
り
給
を
人
し
れ
す
あ
は

れ
に
お
も
ほ
し
な
か
ら
あ
ひ
な
う
は
つ
か
し
つ
、
ま
し
と
お
も
ひ
き
こ
え
給
し
す
ち
の
ま
し
り
て
見
も
い
れ
た
て
ま
つ
り
給
は
い
や
う
な
り
お
と
、
は

心
う
し
と
思
ひ
き
こ
え
給
し
こ
と
も
み
な
す
き
に
し
か
た
に
な
り
か
は
り
た
る
よ
な
れ
は
こ
の
こ
ろ
も
か
た
ノ
ー
に
つ
ら
く
あ
は
れ
に
心
く
る
し
と
お

ほ
し
な
け
き
け
る
か
し
つ
き
た
て
ま
つ
り
給
こ
と
を
ん
な
み
や
た
ち
と
ひ
と
し
く
い
つ
く
し
う
も
て
な
し
き
こ
え
給
こ
の
こ
と
心
し
れ
る
人
々
し
、
う

を
、
き
て
又
な
か
り
け
り
か
の
人
な
む
な
を
よ
に
あ
ら
ま
し
か
は
と
あ
る
に
つ
け
て
も
か
、
る
に
も
か
な
ら
す
あ
る
ま
、
に
こ
と
う
ち
ま
し
り
わ
れ
も

人
も
よ
の
そ
し
り
お
ほ
く
か
た
は
ら
い
た
く
て
見
た
て
ま
つ
る
こ
と
も
か
た
か
ら
ま
し
と
お
ほ
し
へ
た
つ
る
に
も
よ
に
お
し
ま
れ
あ
か
ぬ
人
に
て
う
せ

た
る
は
い
と
あ
は
れ
に
て
い
の
ち
を
さ
へ
心
あ
る
人
の
ち
き
り
と
な
む
お
ほ
し
け
る
か
の
一
条
の
宮
の
心
は
せ
あ
さ
か
ら
す
う
ち
な
か
め
す
ぐ
す
ら
ん

お
ほ
し
や
る
に
い
と
心
く
る
し
け
れ
は
と
き
ノ
ー
は
せ
う
そ
こ
な
と
き
こ
へ
給
え
り
け
り
い
に
し
へ
な
ら
は
な
を
も
あ
ら
ぬ
心
そ
ひ
ぬ
へ
き
あ
た
り
と

お
も
ほ
す
に
そ
大
将
の
御
ま
め
や
け
は
か
た
時
お
ほ
し
、
ら
れ
け
る
［
国
］

や
う
に
て
の
と
や
か
に
お
は
し
ま
し
御
も
の
か
た
り
な
と
も
き
こ
え
給
に
［
国
］

や
う
に
て
の
と
や
か
に
お
は
し
ま
す
御
物
か
た
り
な
と
聞
え
給
に
／
の
と
や
か
に
～
給
に
＄
［
言
］

ナ
シ
［
中
］

ナ
シ
／
＋
さ
ふ
ら
ふ
［
高
］

［
大
陽
成
横
氏
池
西
肖
日
三
首
入
湖
伏
穂
保
麦
阿
東
尾
高
俊
家
雅
鳳
］

・
・
い
⑭
つ
ふ
、
函
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あ
る
へ
き
［
大
陽
成
横
氏
池
西
肖
日
三
首
入
湖
伏
中
東
絵
俊
］
…
鑓
Ｓ
鱈

あ
ら
ん
い
と
ま
れ
に
ほ
の
め
く
ね
な
と
け
に
こ
そ
こ
と
な
る
を
［
保
］

あ
ら
ん
い
と
ま
れ
に
ほ
の
め
く
ね
な
と
は
け
に
こ
そ
こ
と
な
る
を
［
国
］

あ
ら
ん
い
と
ま
れ
に
ほ
の
め
く
ほ
と
な
と
け
に
こ
そ
こ
と
な
る
を
［
穂
］

給
ふ
［
大
成
横
氏
池
西
肖
首
東
蜘

た
ま
ふ
［
伏
中
尾
俊
家
雅
鳳
］

〈
文
例
Ⅱ
〉

お
ほ
く
［
大
陽
成
横
氏
池
西
肖
日
三
首
入
湖
伏
保
麦
阿
中
東
尾
御
高
俊
家
雅
鳳
］
…
鶴
宅
雪

お
ほ
か
る
中
に
も
あ
そ
ひ
の
か
た
の
も
の
、
は
へ
は
こ
よ
な
う
う
せ
た
る
心
ち
そ
し
け
る
／
か
る
中
に
も
～
し
け
る
＄
［
言
］

お
ほ
か
る
中
に
も
あ
そ
ひ
の
か
た
の
も
の
は
へ
は
か
き
り
な
き
心
ち
し
侍
け
る
〔
国
］

を
、
く
［
穂
］

〈
文
例
岨
〉

和
ふ
［
大
成
横
氏
池
西
肖
首
東
御
］
…
銘
婁
霊

（
文
例
９
〉

給
［
陽
日
三
入
湖
穂
保
言
麦
阿
高
］

給
ふ
お
ほ
し
ひ
と
き
な
れ
と
け
に
お
り
に
つ
け
て
よ
は
り
と
き
に
つ
け
て
よ
る
つ
の
も
の
、
あ
は
れ
も
と
り
あ
は
せ
た
る
心
ち
す
る
に
み
つ
か
ら
の
心

ち
に
も
と
、
め
か
た
う
よ
る
つ
お
ほ
し
つ
、
け
ら
る
、
／
ひ
と
き
く
判
読
〉
［
国
］

有
け
れ
［
麦
］

有
へ
き
［
言
］

あ
る
へ
き
／
き
＋
い
と
ま
れ
に
ほ
の
め
く
ね
な
と
け
に
こ
そ
こ
と
な
れ
［
尾
］

あ
る
へ
き
い
と
ま
れ
に
ほ
の
め
く
ね
な
と
け
に
こ
そ
こ
と
な
れ
［
御
高
家
雅
鳳
］

あ
り
け
れ
［
阿
］
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源氏物語別本群の長文異同（伊藤）

〈
文
例
過
ａ
〉

か
け
て
も
［
保
穂
以
外
］
…
銘
届
窪

た
職
よ
は
し
給
な
と
［
大
成
横
氏
池
西
肖
日
三
首
入
湖
］
…
鵠
届
望

た
、
ょ
は
さ
て
な
と
さ
ま
ノ
ー
思
給
み
た
れ
て
い
ま
、
て
侍
／
さ
て
＄
し
給
、
さ
ま
ノ
ー
思
給
み
た
れ
て
い
ま
、
て
侍
＄
［
言
］

〈
文
例
Ｂ
ｂ
〉

〈
文
例
胆
〉

け
に
な
か
き
世
の
や
み
を
思
や
る
に
は
か
り
そ
め
の
こ
の
よ
の
い
さ
、
か
な
る
人
の
も
と
き
は
か
り
な
と
に
お
も
ひ
は
、
か
覧
も
い
と
を
さ
な
か
る
へ

き
こ
と
な
れ
と
さ
な
ん
侍
け
る
御
く
ら
ゐ
を
き
は
め
よ
る
つ
の
事
こ
の
世
に
あ
か
ぬ
事
な
き
御
身
な
れ
と
い
ま
ひ
き
か
へ
し
す
こ
し
も
世
の
う
ち
か
た

ふ
き
い
へ
か
ら
ん
こ
と
は
さ
ら
に
お
ほ
し
よ
ら
て
な
ん
よ
か
る
へ
き
た
う
と
き
み
ち
を
心
さ
し
御
心
ひ
と
つ
を
す
ま
さ
せ
給
と
も
を
ん
な
の
御
身
は
な

に
こ
と
も
［
穂
］

け
に
な
か
き
よ
の
や
み
を
お
も
ひ
や
る
に
は
か
り
そ
め
の
こ
の
よ
の
い
さ
、
か
な
る
人
の
も
と
に
は
か
り
な
と
に
お
も
ひ
は
、
か
ら
ん
も
い
と
お
さ
な

か
る
へ
き
こ
と
な
れ
と
さ
な
ん
は
へ
り
け
る
御
く
ら
ゐ
を
き
は
め
よ
る
つ
の
こ
と
こ
の
よ
に
あ
か
ぬ
こ
と
な
き
御
み
な
れ
と
い
ま
ひ
き
か
へ
し
す
こ
し

も
よ
の
う
ち
か
た
ふ
き
い
へ
か
ら
ん
こ
と
は
さ
ら
に
お
ほ
し
よ
ら
て
な
ん
よ
か
る
へ
き
た
う
と
き
み
ち
を
心
さ
し
御
心
ひ
と
つ
を
す
ま
さ
せ
給
と
も
を

ん
な
の
御
み
は
な
に
こ
と
も
［
保
］

た
魁
よ
は
し
給
ふ
な
と

た
た
よ
は
し
給
な
［
御
］

た
ゞ
よ
は
し
な
と
さ
ま
ｊ
、
に
思
ひ
給
へ
み
た
れ
て
な
ん
い
ま
、
て
侍
へ
る
［
国
］

た
魁
よ
は
し
給
ふ
な
と
［
東
］

た
輿
よ
は
し
と
［
阿
］

た
、
よ
は
し
さ
な
と
／
さ
く
マ
マ
〉
［
中
］

た
、
よ
は
し
た
ま
ふ
な
と
［
伏
尾
高
俊
家
雅
鳳
］

た
魁
よ
は
し
さ
な
と
［
陽
穂
保
麦
］
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給
を
［
大
陽
成
壁

た
ま
ふ
を
官

給
ふ
を
［
東
］

た
ま
ふ
［
大
成
坐

給
［
陽
三
国
］

〈
文
例
Ｍ
〉

上
ま
ふ
［
大
成
横
氏
池
西
肖
日
伏
］
…
謡
忘
塞

給
ふ
を
け
に
な
か
き
世
の
や
み
を
思
や
る
に
は
か
り
そ
め
の
世
の
い
さ
、
か
な
る
人
の
も
と
き
な
と
斗
に
思
ひ
は
、
か
る
も
い
と
お
さ
な
か
る
へ
き
事

な
れ
と
を
の
つ
か
ら
さ
な
ん
侍
け
る
御
く
ら
ゐ
を
き
は
め
よ
る
っ
の
事
こ
の
世
の
あ
か
ぬ
こ
と
な
き
御
身
な
れ
と
い
ま
ひ
き
か
へ
し
す
こ
し
に
て
も
世

の
う
ち
か
た
ふ
く
へ
か
ら
ん
事
は
さ
ら
に
お
ほ
し
よ
ら
て
な
ん
よ
か
る
へ
き
た
、
た
う
と
き
道
を
心
さ
し
御
心
ひ
と
つ
を
す
ま
さ
せ
給
と
も
女
御
の
御

身
は
何
事
も
所
せ
き
な
ん
い
と
を
し
う
侍
と
聞
え
し
ら
せ
給
を
／
け
に
な
か
き
～
し
ら
せ
給
を
＄
［
言
］

た
ま
ひ
け
る
と
そ
［
麦
阿
］

た
ま
ふ
六
条
の
ゐ
ん
も
も
ろ
心
に
い
そ
き
た
ま
ひ
て
御
は
か
う
な
と
を
こ
な
は
せ
た
ま
ふ
と
そ
［
御
］

た
ま
ふ
六
条
の
院
も
、
ろ
こ
、
ろ
に
い
そ
き
た
ま
ひ
て
御
は
か
う
な
と
お
こ
な
は
せ
た
ま
ふ
と
そ
［
尾
家
雅
鳳
］

た
ま
ふ
六
条
の
院
も
も
ろ
こ
、
ろ
に
い
そ
き
た
ま
ひ
て
御
八
か
う
な
と
お
こ
な
は
せ
た
ま
ふ
と
そ
［
高
］

た
ま
ふ
六
条
の
院
も
も
ろ
こ
、
ろ
に
い
そ
き
給
て
お
ほ
ん
は
か
う
な
と
お
こ
な
は
せ
給
と
そ
［
俊
］

給
六
条
の
院
も
、
ろ
こ
、
ろ
に
い
そ
き
給
て
御
は
か
う
な
と
を
こ
な
せ
給
と
そ
／
な
せ
〈
マ
マ
〉
［
保
］

給
六
条
の
院
も
、
ろ
心
に
い
そ
き
給
て
御
八
か
う
な
と
お
こ
な
は
せ
給
と
そ
［
穂
］

給
六
条
院
に
も
も
ろ
こ
、
ろ
に
い
そ
き
給
て
御
八
講
な
と
を
こ
な
は
せ
給
と
そ
［
首
入
］

給
六
条
院
に
も
ろ
こ
、
ろ
に
い
そ
き
給
て
御
八
講
な
と
を
こ
な
は
せ
給
と
そ
［
湖
］

給
六
条
院
も
、
ろ
こ
、
ろ
に
い
そ
き
給
て
御
は
か
う
な
と
を
こ
な
は
せ
給
と
そ
［
中
］

給
六
条
院
も
も
ろ
心
に
い
そ
き
給
て
御
八
講
な
と
お
こ
な
は
せ
た
ま
ふ
／
六
条
院
も
も
ろ
心
に
い
そ
き
給
て
御
八
講
な
と
お
こ
な
は
せ

給
ふ
［
東
］

た
ま
ふ
＄
［
言
］

［
大
陽
成
横
氏
池
西
肖
三
首
入
湖
穂
保
国
麦
阿
中
尾
高
俊
家
雅
鳳
］

一
ふ
を
［
日
伏
御
］

四
ｍ
』
い
③
の
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